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史
記
』『
三
国
遺
事
』
に
見
え
る
古
代
朝
鮮
の
始
祖
伝
説
で
は
、
東
扶
余
の
始

祖
と
も
さ
れ
る
金
蛙
は
、
金
色
の
蛙
の
形
を
し
て
い
た
た
め
そ
う
名
付
け
ら

れ
た
と
さ
れ
る
。

（

）
井
本
英
一
「
神
々
に
捧
げ
る
食
卓
」「
蛙
神
事
の
源
流
Ⅰ
、
Ⅱ
」
い
ず
れ
も

53
『
神
話
と
民
俗
の
か
た
ち
』
東
洋
書
林
、
二
〇
〇
七
年
所
収
。

（

）
宮
地
直
一
『
諏
訪
神
社
の
研
究
下
』（
宮
地
直
一
論
集
第
一
巻
）、
蒼
祥
社
、

54
一
九
八
五
年
、
及
び
藤
森
英
一
『
諏
訪
神
社
』（
藤
森
英
一
全
集
第
十
四
巻
）、

学
生
社
、
一
九
八
六
年
。

（

）
前
掲
（

）
参
照
。

55

53

（

）『
日
本
年
中
行
事
辞
典
』
角
川
書
店
、
一
九
七
七
年
。

56
（

）
桜
井
満
・
岩
下
均
編
著
『
吉
野
の
祭
と
伝
承
』
桜
諷
社
、
一
九
九
〇
年
。

57
（

）
中
山
太
郎
編
『
日
本
民
俗
学
辞
典
』
梧
桐
書
院
、
一
九
三
三
年
。
そ
の
他
に

58
も
、
蛙
を
神
や
神
使
と
し
て
祀
る
例
は
数
多
い
。
山
形
県
平
鹿
郡
大
森
村
三

河
後
の
神
社
で
は
、
御
神
の
使
者
は
蛙
だ
と
伝
え
、
そ
の
神
の
御
手
洗
を
蟇

使
者
川
と
伝
え
（
雪
の
出
羽
路
）、
福
島
県
磐
城
石
城
郡
地
方
で
は
、
十
月
九

日
に
田
の
神
を
祭
っ
て
刈
上
げ
餅
を
搗
い
て
供
え
る
が
、
田
圃
の
蛙
は
田
の

神
の
使
い
で
、
こ
の
餅
を
背
負
っ
て
行
く
。
岡
山
県
児
島
郡
日
比
の
八
幡
神

社
の
祭
神
は
、
大
蟇
で
あ
る
と
さ
れ
前
面
の
海
中
に
あ
る
大
槌
嶋
に
住
む
大

蛇
と
闘
っ
た
と
い
う
故
事
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

（

）
沢
田
瑞
穂
『
中
国
の
呪
法
』
平
河
出
版
社
、
一
九
八
四
年
。

59
（

）（

）
新
島
翠
「
中
国
の
蛙
故
事
と
蛙
祭
祀
に
関
す
る
考
察
」『
奈
良
県
吉

60

61
野
町
民
間
説
話
報
告
書
』
名
古
屋
大
学
大
学
院
国
祭
開
発
研
究
科
、
一
九
九

七
年
。

（

）
石
川
忠
久
編
『
新
釈
漢
文
大
系
『
詩
経
上
』
明
治
書
院
、
一
九
九
七
年
。
白

62
川
静
『
詩
経
国
風
』
平
凡
社
、
一
九
九
〇
年
。

（

）
同
前
白
川
書
。

63
﹇
付
記
﹈
本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
十
一
月
二
十
二
日
、
姫
路
大
学
人
文
学
・
人
権
教

育
研
究
所
に
お
け
る
講
演
の
内
容
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
貴
重
な
機
会

を
与
え
て
頂
い
た
同
大
学
前
学
長
綱
澤
満
昭
先
生
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

た
い
。
な
お
、
文
中
に
掲
示
し
た
『
鳥
獣
戯
画
』
の
図
版
１
〜
６
は
、『
日
本

の
絵
巻
６
鳥
獣
戯
画
』（
中
央
公
論
社
）
及
び
京
都
国
立
博
物
館
特
別
展
覧

会
図
録
『
国
宝
鳥
獣
戯
画
と
高
山
寺
』
か
ら
転
載
さ
せ
て
頂
い
た
。

（
元
本
学
教
授
）
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梶
井
基
次
郎
『
檸
檬
』
の
レ
ト
リ
ッ
ク

―
大
正
期
「
活
動
写
真
」
の
方
法

―

吉
村

惇

１

は
じ
め
に

本
論
は
、
梶
井
基
次
郎
『
檸
檬
』
を
同
時
代
の
文
化
的
背
景
に
お
い
て
解

釈
す
る
試
み
で
あ
る
。
特
に
注
目
し
た
い
の
が
、
明
治
後
期
に
登
場
し
大
正

期
に
そ
の
娯
楽
的
立
場
を
確
立
さ
せ
た
「
活
動
写
真
」
で
あ
る
。
谷
崎
潤
一

郎
や
川
端
康
成
な
ど
が
そ
の
脚
本
を
手
掛
け
た
こ
と
を
は
じ
め
、
映
画
が
同

時
代
の
文
学
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い

で
あ
ろ
う
。
本
論
で
は
、
特
に
関
東
大
震
災
（
大
正
一
二
年
）
以
後
、
東
京

の
活
動
写
真
制
作
関
係
者
が
京
都
太
秦
に
そ
の
拠
点
を
移
し
、
京
極
（
現
在

の
新
京
極
通
）
に
多
く
の
活
動
写
真
館
が
開
館
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
大

正
後
期
に
創
作
、
発
表
さ
れ
、
京
都
を
舞
台
に
し
た
作
品
で
あ
る
『
檸
檬
』

に
つ
い
て
、
そ
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
見
ら
れ
る
「
活
動
写
真
」
か
ら
の
影
響
を

考
察
す
る
。

『
檸
檬
』
は
、
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
一
月
に
雑
誌
『
青
空
』
の
創

刊
号
に
発
表
さ
れ
た
短
編
小
説
で
あ
る
。
そ
の
あ
ら
す
じ
は
、「
え
た
い
の
知

れ
な
い
不
吉
な
塊
」
の
た
め
に
精
神
を
病
ん
だ
「
私
」
が
一
顆
の
レ
モ
ン
に

よ
っ
て
「
幸
福
」
を
見
出
し
、
そ
の
レ
モ
ン
を
本
屋
「
丸
善
」
に
、
爆
弾
に

見
立
て
て
置
き
去
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

小
林
秀
雄
は
「
こ
の
短
篇
は
、
鋭
敏
な
孤
独
な
青
年
期
の
心
の
錯
乱
が
一

顆
の
レ
モ
ン
に
そ
の
支
へ
を
求
め
る
と
云
ふ
精
神
病
的
感
傷
を
鮮
明
に
描
い

た
も
の
」
と
述
べ
た
(１
)。
以
後
こ
の
指
摘
は
『
檸
檬
』
論
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル

と
な
り
、
多
く
の
論
に
お
い
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
梶
井
の
習
作
で

あ
る
『
瀬
山
の
話
』
を
『
檸
檬
』
の
草
稿
と
し
て
分
析
す
る
論
(２
)や
、『
檸
檬
』

の
成
立
過
程
に
目
を
向
け
た
も
の
(３
)、
場
所
は
移
転
し
た
も
の
の
、
現
存
す

る
「
丸
善
」
を
キ
ー
・
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
分
析
す
る
も
の
(４
)な
ど
、
そ
の
研

究
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
多
く
が
主
人
公
「
私
」
と
作
者
梶

井
を
重
ね
合
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、「
私
」
の
精
神
状
態
す
な
わ
ち
梶
井
自
身

の
精
神
状
態
と
し
て
『
檸
檬
』
を
分
析
し
て
い
る
と
い
う
印
象
が
強
い
。
も

ち
ろ
ん
、
実
際
梶
井
が
第
三
高
等
学
校
時
代
を
京
都
で
過
ご
し
た
こ
と
、
三

高
時
代
の
生
活
の
様
子
、
後
に
結
核
に
よ
る
夭
折
の
原
因
と
な
る
肺
尖
カ
タ

ル
を
患
っ
た
こ
と
な
ど
、「
私
」
と
梶
井
が
重
な
る
点
は
少
な
く
な
い
。
し
か

－25－
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し
、
本
論
で
目
指
し
た
い
の
は
、『
檸
檬
』
と
い
う
テ
ク
ス
ト
言
説
の
レ
ト
リ

ッ
ク
の
可
能
性
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
同
時
代
の
文
化
状
況
の
中
に
こ
の
作
品

を
置
き
、
作
品
の
描
き
方
そ
の
も
の
に
目
を
向
け
た
分
析
に
よ
っ
て
こ
そ
果

た
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
檸
檬
』
は
、
主
人
公
「
私
」
が
「
活
動

写
真
の
看
板
画
が
奇
体
な
趣
で
街
を
彩
つ
て
ゐ
る
京
極
を
下
つ
」
て
い
く
シ

ー
ン
で
幕
を
閉
じ
る
が
、
こ
う
し
た
大
正
期
の
京
都
の
街
に
そ
の
看
板
画
が

並
ぶ
「
活
動
写
真
」
を
同
時
代
的
な
コ
ー
ド
と
し
て
、
ま
た
そ
の
「
活
動
写

真
」
を
分
析
の
切
り
口
と
し
て
捉
え
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

分
析
に
先
立
っ
て
、
梶
井
と
親
交
の
深
か
っ
た
二
人
に
よ
る
「
梶
井
基
次

郎
」
像
を
見
て
お
こ
う
。

梶
井
作
品
は
白
樺
派
の
、
特
に
志
賀
直
哉
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
が
、『
檸
檬
』
に
は
そ
の
影
響
が
薄
い
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
三
好
達
治
は
「
梶
井
は
そ
の
「
志
賀
さ
ん
」
派
で
あ
っ
て
、
そ
の

示
唆
の
う
け
と
り
方
も
（
…
）
第
一
作
「
檸
檬
」
を
除
い
て
（
…
）
何
か
し

ら
づ
つ
多
面
的
に
角
度
を
い
ざ
ら
せ
つ
つ
、
つ
ま
り
努
力
と
工
夫
と
を
加
へ

な
が
ら
う
け
と
つ
て
ゐ
る
。（
…
）「
檸
檬
」
は
梶
井
に
と
っ
て
は
一
寸
異
風

の
作
」
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
(５
)。
梶
井
が
志
賀
の
影
響
を
受
け
、
私
小
説
、

心
境
小
説
の
趣
を
持
つ
作
品
を
書
い
た
こ
と
は
事
実
だ
し
、
あ
り
の
ま
ま
を

描
く
リ
ア
リ
ズ
ム
の
精
神
に
対
し
て
は
三
高
時
代
の
同
窓
生
で
あ
り
小
説
家

の
中
谷
孝
雄
に
向
け
て
の
書
簡
（
昭
和
二
年
三
月
一
七
日
付
）
に
「
事
実
の

描
写
、

―
君
の
写
実
主
義
は
、
此
頃
の
僕
に
と
つ
て
非
常
に
親
し
い
気
の

す
る
も
の
だ
。
ペ
テ
ン
や
噓
の
な
い
ア
ー
ト
。
人
は
そ
の
よ
さ
を
知
ら
な
い
」

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

（
傍
点
原
文
）
と
記
し
、
写
実
主
義
へ
の
理
解
と
評
価
を
与
え
て
い
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
と
、『
檸
檬
』
が
梶
井
作
品
の
中
で
も

「
異
風
」
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、『
檸
檬
』
に
は
写
実
主
義
で
は

な
い
、
何
か
別
の
手
法
が
特
色
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

ま
た
、
梶
井
の
三
高
時
代
の
精
神
状
態
に
つ
い
て
、
中
谷
孝
雄
は
以
下
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
(６
)。
梶
井
が
雑
誌
『
青
空
』
に
つ
い
て
書
い
た
「
青
空

の
こ
と
な
ど
」
の
最
後
で
、「
京
都
で
は
い
つ
も
温
か
く
楽
し
い
も
の
が
私
達

を
包
ん
で
ゐ
て
呉
れ
た
」
と
い
う
言
葉
に
対
し
、

私
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
京
都
時
代
の
梶
井
も
決
し
て
「
い
つ
も
温
か

く
楽
し
い
も
の
」に
包
ま
れ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
う
。（
…
）

私
は
そ
う
い
う
梶
井
を
自
分
の
眼
で
も
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
し
か

に
当
時
の
梶
井
は
神
経
衰
弱
気
味
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
彼
は
そ
の
こ

と
に
寧
ろ
不
思
議
な
自
信
を
持
っ
て
い
た
。
彼
に
い
わ
せ
る
と
、
神
経

衰
弱
で
な
い
と
あ
る
種
の
美
は
絶
対
に
摑
め
な
い
と
い
う
の
で
あ
っ
た

が
、
因
果
な
話
で
あ
っ
た
。

と
い
う
分
析
を
与
え
て
い
る
。

で
は
、『
檸
檬
』
は
何
か
ら
影
響
を
受
け
、
何
を
描
こ
う
と
し
た
作
品
な
の

で
あ
ろ
う
か
。

梶
井
が
『
檸
檬
』
に
「
美
」
を
描
こ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、

彼
の
身
近
に
あ
り
、
か
つ
創
作
当
時
の
最
先
端
の
「
芸
術
」
と
し
て
「
活
動

写
真
」
を
見
過
ご
す
べ
き
で
は
な
い
。
む
し
ろ
『
檸
檬
』
は
、
大
正
期
に
そ
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の
興
行
が
定
着
し
た
「
活
動
写
真
」
の
表
現
技
法
に
強
い
影
響
を
受
け
て
描

か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

２

『
檸
檬
』
と
表
現
主
義

ま
ず
、
大
正
期
の
「
活
動
写
真
」
受
容
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

「
活
動
写
真
」
は
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
に
神
戸
の
輸
入
商
で
あ

っ
た
高
橋
新
治
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
し
た
、
ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
発
明

の
「
キ
ネ
ト
ス
コ
ー
プ
」
と
呼
ば
れ
る
映
像
機
器
を
用
い
て
、
神
戸
滞
在
中

の
小
松
宮
彰
仁
親
王
に
そ
の
映
像
を
見
せ
た
も
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。

以
降
、
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
浅
草
公
園
に
電
気
館
と
呼
ば
れ
る
日

本
初
の
活
動
写
真
常
設
劇
場
が
開
館
さ
れ
、「
活
動
写
真
」
は
民
衆
の
娯
楽
と

し
て
浸
透
し
て
い
っ
た
。
一
方
、
時
を
ほ
ぼ
同
じ
く
し
て
京
都
の
地
で
、
明

治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）、「
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ
」
に
よ
る
上
映
会
が
実
施
さ

れ
た
。
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
の
は
実
業
家
の
稲
畑
勝
太

郎
で
あ
る
。
万
国
博
覧
会
の
視
察
と
、
商
用
で
パ
リ
を
訪
れ
た
稲
畑
は
留
学

時
代
の
学
友
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
兄
弟
の
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ
の
発
明
を
知
り
、
そ

の
機
材
と
興
行
権
を
購
入
し
帰
国
す
る
。
そ
の
試
写
実
験
の
場
と
し
て
、
京

都
電
燈
株
式
会
社
を
選
ん
だ
。
箱
の
中
を
覗
き
込
む
形
で
映
像
を
見
せ
る
キ

ネ
ト
ス
コ
ー
プ
に
対
し
、
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ
は
映
像
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影

す
る
こ
と
で
一
度
に
多
く
の
人
が
鑑
賞
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
映
画

に
関
わ
る
こ
れ
ら
の
始
点
に
よ
り
、
キ
ネ
ト
ス
コ
ー
プ
が
初
上
映
さ
れ
た
期

間
の
明
治
二
九
年
一
一
月
二
五
日
か
ら
一
二
月
一
日
に
ち
な
み
、
日
本
の
「
映

画
の
日
」
が
一
二
月
一
日
に
制
定
さ
れ
（
一
九
五
六
年
、
日
本
映
画
連
合
会

（
現
日
本
映
画
製
作
者
連
盟
）
制
定
）、
京
都
電
燈
株
式
会
社
跡
地
は
「
日
本

映
画
発
祥
の
地
」
と
さ
れ
て
い
る
。

大
正
期
の
京
都
に
お
け
る
「
活
動
写
真
」
に
つ
い
て
、
中
河
督
裕
は
次
の

よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
(７
)。

三
条
と
四
条
間
の
、
決
し
て
広
く
は
な
い
新
京
極
に
、
一
九
二
二
（
大

正

）
年
時
点
で
八
館
の
映
画
館
が
集
中
し
て
い
て
、
明
治
の
末
頃
か

11
ら
興
行
が
本
格
化
し
始
め
た
と
言
わ
れ
る
映
画
（
活
動
写
真
）
が
、
こ

の
時
期
に
は
か
な
り
の
定
着
を
見
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
本
数
の
点
で

は
、
外
国
映
画
が
ま
だ
ま
だ
多
い
も
の
の
、
日
本
映
画
の
製
作
も
そ
れ

な
り
に
本
格
化
し
始
め
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、
知
識
階
級
お
よ
び
一

般
市
民
の
娯
楽
と
し
て
の
地
位
を
、
す
で
に
映
画
は
占
め
始
め
て
い
る

か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
料
金
の
点
で
も
、
映
画
は
演
劇
な
ど
に

比
べ
て
安
価
だ
っ
た
よ
う
に
言
わ
れ
、
そ
の
意
味
で
も
映
画
は
多
く
の

市
民
を
引
き
つ
け
る
娯
楽
に
育
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、『
檸
檬
』
執
筆
時
の
京
都
に
お
い
て
「
活
動
写
真
」
が
娯
楽

と
し
て
の
受
容
を
見
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
「
活

動
写
真
」
が
『
檸
檬
』
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
対
し
て
一
定
の
影
響
を
与
え
た
と

考
え
ら
れ
る
の
だ
。

梶
井
作
品
に
お
け
る
描
写
と
表
現
主
義
的
映
画
技
法
と
を
、
ド
イ
ツ
表
現

主
義
映
画
の
代
表
作
「
カ
リ
ガ
リ
博
士
」
を
例
に
挙
げ
比
較
検
討
し
た
論
に
、

－26－



- 2 -

し
、
本
論
で
目
指
し
た
い
の
は
、『
檸
檬
』
と
い
う
テ
ク
ス
ト
言
説
の
レ
ト
リ

ッ
ク
の
可
能
性
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
同
時
代
の
文
化
状
況
の
中
に
こ
の
作
品

を
置
き
、
作
品
の
描
き
方
そ
の
も
の
に
目
を
向
け
た
分
析
に
よ
っ
て
こ
そ
果

た
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
檸
檬
』
は
、
主
人
公
「
私
」
が
「
活
動

写
真
の
看
板
画
が
奇
体
な
趣
で
街
を
彩
つ
て
ゐ
る
京
極
を
下
つ
」
て
い
く
シ

ー
ン
で
幕
を
閉
じ
る
が
、
こ
う
し
た
大
正
期
の
京
都
の
街
に
そ
の
看
板
画
が

並
ぶ
「
活
動
写
真
」
を
同
時
代
的
な
コ
ー
ド
と
し
て
、
ま
た
そ
の
「
活
動
写

真
」
を
分
析
の
切
り
口
と
し
て
捉
え
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

分
析
に
先
立
っ
て
、
梶
井
と
親
交
の
深
か
っ
た
二
人
に
よ
る
「
梶
井
基
次

郎
」
像
を
見
て
お
こ
う
。

梶
井
作
品
は
白
樺
派
の
、
特
に
志
賀
直
哉
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
が
、『
檸
檬
』
に
は
そ
の
影
響
が
薄
い
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
三
好
達
治
は
「
梶
井
は
そ
の
「
志
賀
さ
ん
」
派
で
あ
っ
て
、
そ
の

示
唆
の
う
け
と
り
方
も
（
…
）
第
一
作
「
檸
檬
」
を
除
い
て
（
…
）
何
か
し

ら
づ
つ
多
面
的
に
角
度
を
い
ざ
ら
せ
つ
つ
、
つ
ま
り
努
力
と
工
夫
と
を
加
へ

な
が
ら
う
け
と
つ
て
ゐ
る
。（
…
）「
檸
檬
」
は
梶
井
に
と
っ
て
は
一
寸
異
風

の
作
」
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
(５
)。
梶
井
が
志
賀
の
影
響
を
受
け
、
私
小
説
、

心
境
小
説
の
趣
を
持
つ
作
品
を
書
い
た
こ
と
は
事
実
だ
し
、
あ
り
の
ま
ま
を

描
く
リ
ア
リ
ズ
ム
の
精
神
に
対
し
て
は
三
高
時
代
の
同
窓
生
で
あ
り
小
説
家

の
中
谷
孝
雄
に
向
け
て
の
書
簡
（
昭
和
二
年
三
月
一
七
日
付
）
に
「
事
実
の

描
写
、

―
君
の
写
実
主
義
は
、
此
頃
の
僕
に
と
つ
て
非
常
に
親
し
い
気
の

す
る
も
の
だ
。
ペ
テ
ン
や
噓
の
な
い
ア
ー
ト
。
人
は
そ
の
よ
さ
を
知
ら
な
い
」

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

（
傍
点
原
文
）
と
記
し
、
写
実
主
義
へ
の
理
解
と
評
価
を
与
え
て
い
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
と
、『
檸
檬
』
が
梶
井
作
品
の
中
で
も

「
異
風
」
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、『
檸
檬
』
に
は
写
実
主
義
で
は

な
い
、
何
か
別
の
手
法
が
特
色
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

ま
た
、
梶
井
の
三
高
時
代
の
精
神
状
態
に
つ
い
て
、
中
谷
孝
雄
は
以
下
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
(６
)。
梶
井
が
雑
誌
『
青
空
』
に
つ
い
て
書
い
た
「
青
空

の
こ
と
な
ど
」
の
最
後
で
、「
京
都
で
は
い
つ
も
温
か
く
楽
し
い
も
の
が
私
達

を
包
ん
で
ゐ
て
呉
れ
た
」
と
い
う
言
葉
に
対
し
、

私
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
京
都
時
代
の
梶
井
も
決
し
て
「
い
つ
も
温
か

く
楽
し
い
も
の
」に
包
ま
れ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
う
。（
…
）

私
は
そ
う
い
う
梶
井
を
自
分
の
眼
で
も
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
し
か

に
当
時
の
梶
井
は
神
経
衰
弱
気
味
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
彼
は
そ
の
こ

と
に
寧
ろ
不
思
議
な
自
信
を
持
っ
て
い
た
。
彼
に
い
わ
せ
る
と
、
神
経

衰
弱
で
な
い
と
あ
る
種
の
美
は
絶
対
に
摑
め
な
い
と
い
う
の
で
あ
っ
た

が
、
因
果
な
話
で
あ
っ
た
。

と
い
う
分
析
を
与
え
て
い
る
。

で
は
、『
檸
檬
』
は
何
か
ら
影
響
を
受
け
、
何
を
描
こ
う
と
し
た
作
品
な
の

で
あ
ろ
う
か
。

梶
井
が
『
檸
檬
』
に
「
美
」
を
描
こ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、

彼
の
身
近
に
あ
り
、
か
つ
創
作
当
時
の
最
先
端
の
「
芸
術
」
と
し
て
「
活
動

写
真
」
を
見
過
ご
す
べ
き
で
は
な
い
。
む
し
ろ
『
檸
檬
』
は
、
大
正
期
に
そ
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の
興
行
が
定
着
し
た
「
活
動
写
真
」
の
表
現
技
法
に
強
い
影
響
を
受
け
て
描

か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

２

『
檸
檬
』
と
表
現
主
義

ま
ず
、
大
正
期
の
「
活
動
写
真
」
受
容
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

「
活
動
写
真
」
は
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
に
神
戸
の
輸
入
商
で
あ

っ
た
高
橋
新
治
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
し
た
、
ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
発
明

の
「
キ
ネ
ト
ス
コ
ー
プ
」
と
呼
ば
れ
る
映
像
機
器
を
用
い
て
、
神
戸
滞
在
中

の
小
松
宮
彰
仁
親
王
に
そ
の
映
像
を
見
せ
た
も
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。

以
降
、
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
浅
草
公
園
に
電
気
館
と
呼
ば
れ
る
日

本
初
の
活
動
写
真
常
設
劇
場
が
開
館
さ
れ
、「
活
動
写
真
」
は
民
衆
の
娯
楽
と

し
て
浸
透
し
て
い
っ
た
。
一
方
、
時
を
ほ
ぼ
同
じ
く
し
て
京
都
の
地
で
、
明

治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）、「
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ
」
に
よ
る
上
映
会
が
実
施
さ

れ
た
。
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
の
は
実
業
家
の
稲
畑
勝
太

郎
で
あ
る
。
万
国
博
覧
会
の
視
察
と
、
商
用
で
パ
リ
を
訪
れ
た
稲
畑
は
留
学

時
代
の
学
友
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
兄
弟
の
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ
の
発
明
を
知
り
、
そ

の
機
材
と
興
行
権
を
購
入
し
帰
国
す
る
。
そ
の
試
写
実
験
の
場
と
し
て
、
京

都
電
燈
株
式
会
社
を
選
ん
だ
。
箱
の
中
を
覗
き
込
む
形
で
映
像
を
見
せ
る
キ

ネ
ト
ス
コ
ー
プ
に
対
し
、
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ
は
映
像
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影

す
る
こ
と
で
一
度
に
多
く
の
人
が
鑑
賞
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
映
画

に
関
わ
る
こ
れ
ら
の
始
点
に
よ
り
、
キ
ネ
ト
ス
コ
ー
プ
が
初
上
映
さ
れ
た
期

間
の
明
治
二
九
年
一
一
月
二
五
日
か
ら
一
二
月
一
日
に
ち
な
み
、
日
本
の
「
映

画
の
日
」
が
一
二
月
一
日
に
制
定
さ
れ
（
一
九
五
六
年
、
日
本
映
画
連
合
会

（
現
日
本
映
画
製
作
者
連
盟
）
制
定
）、
京
都
電
燈
株
式
会
社
跡
地
は
「
日
本

映
画
発
祥
の
地
」
と
さ
れ
て
い
る
。

大
正
期
の
京
都
に
お
け
る
「
活
動
写
真
」
に
つ
い
て
、
中
河
督
裕
は
次
の

よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
(７
)。

三
条
と
四
条
間
の
、
決
し
て
広
く
は
な
い
新
京
極
に
、
一
九
二
二
（
大

正

）
年
時
点
で
八
館
の
映
画
館
が
集
中
し
て
い
て
、
明
治
の
末
頃
か

11
ら
興
行
が
本
格
化
し
始
め
た
と
言
わ
れ
る
映
画
（
活
動
写
真
）
が
、
こ

の
時
期
に
は
か
な
り
の
定
着
を
見
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
本
数
の
点
で

は
、
外
国
映
画
が
ま
だ
ま
だ
多
い
も
の
の
、
日
本
映
画
の
製
作
も
そ
れ

な
り
に
本
格
化
し
始
め
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、
知
識
階
級
お
よ
び
一

般
市
民
の
娯
楽
と
し
て
の
地
位
を
、
す
で
に
映
画
は
占
め
始
め
て
い
る

か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
料
金
の
点
で
も
、
映
画
は
演
劇
な
ど
に

比
べ
て
安
価
だ
っ
た
よ
う
に
言
わ
れ
、
そ
の
意
味
で
も
映
画
は
多
く
の

市
民
を
引
き
つ
け
る
娯
楽
に
育
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、『
檸
檬
』
執
筆
時
の
京
都
に
お
い
て
「
活
動
写
真
」
が
娯
楽

と
し
て
の
受
容
を
見
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
「
活

動
写
真
」
が
『
檸
檬
』
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
対
し
て
一
定
の
影
響
を
与
え
た
と

考
え
ら
れ
る
の
だ
。

梶
井
作
品
に
お
け
る
描
写
と
表
現
主
義
的
映
画
技
法
と
を
、
ド
イ
ツ
表
現

主
義
映
画
の
代
表
作
「
カ
リ
ガ
リ
博
士
」
を
例
に
挙
げ
比
較
検
討
し
た
論
に
、

－27－
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中
沢
弥
の
も
の
が
あ
る
(８
)。
中
沢
は
『
檸
檬
』
を
「
都
市
の
中
に
自
分
を
見

失
う
表
現
派
文
学
」
と
し
、「
空
想
の
中
で
丸
善
に
爆
弾
を
仕
掛
け
る
「
奇
怪

な
悪
漢
」
の
物
語
が
「
檸
檬
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
カ
リ
ガ
リ
博
士
」
に
描

か
れ
た
犯
罪
や
狂
気
の
世
界
は
「
檸
檬
」
の
世
界
に
隣
り
合
う
も
の
」
と
論

じ
て
い
る
。
梶
井
は
書
簡
（
昭
和
二
年
二
月
四
日
付
近
藤
直
人
宛
）
で
医
学

部
精
神
科
へ
進
学
す
る
近
藤
に
対
し
て
「
と
に
か
く
私
は
小
児
科
よ
り
も
皮

膚
科
よ
り
も
精
神
科
へ
あ
な
た
が
向
は
れ
た
こ
と
に
あ
な
た
の
未
来
が
祝
福

さ
れ
た
こ
と
を
感
じ
喜
ば
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
、
ど
う
か
カ
リ
ガ
リ
博
士
に
な

つ
て
下
さ
い
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
映
画
「
カ
リ
ガ
リ
博

士
」
に
一
定
の
興
味
関
心
を
向
け
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
中
沢
が

「
梶
井
基
次
郎
の
テ
ク
ス
ト
を
「
表
現
主
義
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
読
み
直
す

作
業
が
迫
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
ま
ず
本
節
で
は
、
中

沢
が
述
べ
る
「
表
現
派
文
学
」
で
あ
る
梶
井
作
品
の
『
檸
檬
』
を
、「
表
現
主

義
」
と
い
う
側
面
か
ら
分
析
し
て
い
く
。

一
八
九
二
年
の
、
い
わ
ゆ
る
「
ム
ン
ク
・
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
」
に
端
を
発
し
、

一
九
一
一
年
の
「
ベ
ル
リ
ン
分
離
派
展
」
で
そ
の
名
が
登
場
す
る
「
表
現
主

義
」
は
、
旧
来
の
古
典
的
、
も
し
く
は
自
然
的
描
写
か
ら
進
ん
だ
、
非
自
然

主
義
的
な
描
写
に
よ
る
内
面
的
な
感
情
表
出
や
、
主
観
的
な
意
識
の
過
程
を

外
的
な
世
界
観
の
歪
み
に
よ
っ
て
強
調
す
る
よ
う
な
芸
術
の
傾
向
で
あ
る
。

こ
れ
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
一
九
一
〇
年
一
一
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か

け
て
、
ロ
ン
ド
ン
で
「
マ
ネ
と
ポ
ス
ト
印
象
主
義
」
と
題
す
る
展
覧
会
が
開

催
さ
れ
た
。
企
画
者
は
、
美
術
批
評
家
の
ロ
ジ
ャ
ー
・
フ
ラ
イ
（
一
八
六
六-

一
九
三
四
）
で
あ
る
。
フ
ラ
イ
は
こ
の
印
象
派
以
後
の
新
し
い
フ
ラ
ン
ス
絵

画
の
動
き
を
紹
介
し
、
そ
の
展
覧
会
の
中
核
に
ゴ
ッ
ホ
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
、
そ

し
て
梶
井
も
そ
の
名
を
拝
借
す
る
(９
)ほ
ど
傾
倒
し
て
い
た
セ
ザ
ン
ヌ
を
置
い

た
(
)。
Ａ
・
ク
ラ
ッ
ト
ン
＝
ブ
ロ
ッ
ク
（
一
八
六
八
-一
九
二
四
）
の
論
（

）

10

11

に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
芸
術
家
た
ち
に
つ
い
て
「
ポ
ス
ト
印
象
派
」
よ
り
も

む
し
ろ
「
表
現
派
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
ほ
う
が
良
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、

梶
井
も
セ
ザ
ン
ヌ
を
表
現
主
義
作
家
、
す
な
わ
ち
内
的
感
情
を
作
品
に
表
出

さ
せ
る
作
家
と
し
て
評
価
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
小
林
論
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
研
究
で
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
精
神
病
的
感
傷
」
の
表
出
作

品
と
し
て
『
檸
檬
』
が
読
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、『
檸
檬
』
＝
セ
ザ
ン

ヌ
的
・
表
現
主
義
的
作
品
と
し
て
、
つ
ま
り
梶
井
の
傾
倒
し
た
セ
ザ
ン
ヌ
の

芸
術
観
が
反
映
さ
れ
た
作
品
と
し

て
存
在
す
る
、
と
判
断
で
き
る
。

し
か
し
一
方
で
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
中

期
か
ら
晩
年
の
作
風
で
あ
る
「
デ

フ
ォ
ル
マ
シ
オ
ン
」（
緊
張
感
を
孕

ん
だ
歪
み
）
を
取
り
入
れ
た
作
品

が
『
檸
檬
』
で
あ
る
と
も
考
え
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
デ
フ
ォ
ル

マ
シ
オ
ン
と
い
う
表
現
方
法
を
、

「
台
所
の
テ
ー
ブ
ル
（
籠
の
あ
る

静
物
）」
(図
版
１
)（
制
作
年
一
八

八
八-
一
八
九
〇
）
で
確
認
し
て
み

図版1

- 5 -

よ
う
。
台
所
の
テ
ー
ブ
ル
に
置
か
れ
た
籠
や
果
物
、
壺
や
茶
器
で
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
っ
た
視
点
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
籠

は
正
面
か
ら
の
ア
ン
グ
ル
の
描
写
で
あ
る
。
し
か
し
壺
は
、
斜
め
上
か
ら
の

ア
ン
グ
ル
で
あ
り
、
自
然
ら
し
さ
や
整
合
性
よ
り
も
、
美
的
感
覚
を
優
先
し

た
構
図
と
し
て
判
断
さ
れ
、
そ
の
歪
み
の
中
に
緊
張
感
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
緊
張
感
と
は
、
均
斉
を
意
味
す
る
と
考
え
て
も
良
い
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
複
数
の
視
点
が
存
在
し
、
見
る
も
の
に
あ
る
種
の
緊
張
感
を
与

え
る
よ
う
な
作
品
の
特
徴
が
『
檸
檬
』
に
見
ら
れ
る
。『
檸
檬
』
に
お
け
る
デ

フ
ォ
ル
マ
シ
オ
ン
の
当
該
箇
所
を
二
つ
挙
げ
て
分
析
し
て
み
よ
う
。
以
下
は
、

「
私
」
が
精
神
を
病
み
、「
街
か
ら
街
を
浮
浪
し
続
け
て
」
い
る
際
、
心
を
ひ

き
つ
け
ら
れ
た
風
景
の
描
写
で
あ
る
。

風
景
に
し
て
も
壊
れ
か
か
つ
た
街
だ
と
か
、
そ
の
街
に
し
て
も
他
所
他

所
し
い
表
通
よ
り
も
ど
こ
か
親
し
み
の
あ
る
、
汚
い
洗
濯
物
が
干
し
て

あ
つ
た
り
が
ら
く
た
が
転
し
て
あ
つ
た
り
む
さ
く
る
し
い
部
屋
が
覗
い

て
ゐ
た
り
す
る
裏
通
が
好
き
で
あ
つ
た
。
雨
や
風
が
蝕
ん
で
や
が
て
土

に
帰
つ
て
し
ま
ふ
。
と
云
つ
た
や
う
な
趣
き
の
あ
る
街
で
、
土
塀
が
崩

れ
て
ゐ
た
り
家
並
が
傾
き
か
か
つ
て
ゐ
た
り

―
勢
ひ
の
い
い
の
は
植

物
だ
け
で
時
と
す
る
と
吃
驚
さ
せ
る
や
う
な
向
日
葵
が
あ
つ
た
り
カ
ン

ナ
が
咲
い
て
ゐ
た
り
す
る
。

「
私
」
は
、「
表
通
」
と
い
う
自
然
に
華
や
か
さ
を
感
じ
る
は
ず
の
場
所
で

は
な
く
、「
裏
通
」
に
目
を
向
け
、
そ
こ
に
「
親
し
み
」
を
感
じ
て
い
る
。「
私
」

は
通
常
の
視
点
を
ず
ら
す
こ
と
で
、
そ
こ
に
表
れ
る
、
自
ら
が
感
じ
る
美
的

感
覚
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
。
そ
の
「
裏
通
」
に
は
、「
吃
驚
」
す
る
よ
う
な

植
物
た
ち
が
咲
い
て
い
る
。
い
つ
か
風
化
し
て
し
ま
う
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る

風
景
や
、
崩
れ
、
傾
き
の
見
ら
れ
る
建
物
の
「
歪
み
」
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、

自
然
物
の
持
つ
均
斉
の
輪
郭
が
際
立
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

次
に
、
レ
モ
ン
を
購
入
す
る
果
物
屋
の
描
写
で
あ
る
。

其
処
は
決
し
て
立
派
な
店
で
は
な
か
つ
た
の
だ
が
、
果
物
屋
固
有
の
美

し
さ
が
最
も
露
骨
に
感
ぜ
ら
れ
た
。
果
物
は
か
な
り
勾
配
の
急
な
台
の

上
に
並
べ
て
あ
つ
て
、
そ
の
台
と
い
ふ
の
も
古
び
た
黒
い
漆
塗
り
の
板

だ
つ
た
や
う
に
思
へ
る
。
何
か
華
や
か
な
美
し
い
音
楽
の
快
速
調
(ア
ツ

レ
グ
ロ
)の
流
れ
が
、
見
る
人
を
石
に
化
し
た
と
い
ふ
ゴ
ル
ゴ
ン
の
鬼
面

―
的
な
も
の
を
差
し
つ
け
ら
れ
て
、
あ
ん
な
色
彩
や
あ
ん
な
ヴ
オ
リ

ウ
ム
に
凝
り
固
ま
つ
た
と
い
ふ
風
に
果
物
は
並
ん
で
ゐ
る
。
青
物
も
や

は
り
奥
へ
ゆ
け
ば
ゆ
く
ほ
ど
堆
高
く
積
ま
れ
て
ゐ
る
。

―
実
際
あ
そ

こ
の
人
参
葉
の
美
し
さ
な
ど
は
素
晴
ら
し
か
つ
た
。
そ
れ
か
ら
水
に
漬

け
て
あ
る
豆
だ
と
か
慈
姑
だ
と
か
。

整
然
と
並
べ
ら
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
あ
る
種
の
不
均
衡
を
も
っ
て
果
物

や
野
菜
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
描
写
で
あ
る
。
そ
の
不
均
衡
と
は
、
一
方
で
は

奥
行
き
を
、
も
う
一
方
で
は
平
面
を
示
す
描
写
か
ら
う
か
が
え
る
。「
勾
配
の

急
な
台
」
の
上
に
並
べ
ら
れ
た
青
果
た
ち
は
、
そ
の
配
置
に
奥
行
き
を
感
じ

さ
せ
る
。
し
か
し
「
豆
だ
と
か
慈
姑
だ
と
か
」
は
水
に
漬
け
て
あ
り
、
水
面

－28－
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中
沢
弥
の
も
の
が
あ
る
(８
)。
中
沢
は
『
檸
檬
』
を
「
都
市
の
中
に
自
分
を
見

失
う
表
現
派
文
学
」
と
し
、「
空
想
の
中
で
丸
善
に
爆
弾
を
仕
掛
け
る
「
奇
怪

な
悪
漢
」
の
物
語
が
「
檸
檬
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
カ
リ
ガ
リ
博
士
」
に
描

か
れ
た
犯
罪
や
狂
気
の
世
界
は
「
檸
檬
」
の
世
界
に
隣
り
合
う
も
の
」
と
論

じ
て
い
る
。
梶
井
は
書
簡
（
昭
和
二
年
二
月
四
日
付
近
藤
直
人
宛
）
で
医
学

部
精
神
科
へ
進
学
す
る
近
藤
に
対
し
て
「
と
に
か
く
私
は
小
児
科
よ
り
も
皮

膚
科
よ
り
も
精
神
科
へ
あ
な
た
が
向
は
れ
た
こ
と
に
あ
な
た
の
未
来
が
祝
福

さ
れ
た
こ
と
を
感
じ
喜
ば
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
、
ど
う
か
カ
リ
ガ
リ
博
士
に
な

つ
て
下
さ
い
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
映
画
「
カ
リ
ガ
リ
博

士
」
に
一
定
の
興
味
関
心
を
向
け
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
中
沢
が

「
梶
井
基
次
郎
の
テ
ク
ス
ト
を
「
表
現
主
義
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
読
み
直
す

作
業
が
迫
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
ま
ず
本
節
で
は
、
中

沢
が
述
べ
る
「
表
現
派
文
学
」
で
あ
る
梶
井
作
品
の
『
檸
檬
』
を
、「
表
現
主

義
」
と
い
う
側
面
か
ら
分
析
し
て
い
く
。

一
八
九
二
年
の
、
い
わ
ゆ
る
「
ム
ン
ク
・
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
」
に
端
を
発
し
、

一
九
一
一
年
の
「
ベ
ル
リ
ン
分
離
派
展
」
で
そ
の
名
が
登
場
す
る
「
表
現
主

義
」
は
、
旧
来
の
古
典
的
、
も
し
く
は
自
然
的
描
写
か
ら
進
ん
だ
、
非
自
然

主
義
的
な
描
写
に
よ
る
内
面
的
な
感
情
表
出
や
、
主
観
的
な
意
識
の
過
程
を

外
的
な
世
界
観
の
歪
み
に
よ
っ
て
強
調
す
る
よ
う
な
芸
術
の
傾
向
で
あ
る
。

こ
れ
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
一
九
一
〇
年
一
一
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か

け
て
、
ロ
ン
ド
ン
で
「
マ
ネ
と
ポ
ス
ト
印
象
主
義
」
と
題
す
る
展
覧
会
が
開

催
さ
れ
た
。
企
画
者
は
、
美
術
批
評
家
の
ロ
ジ
ャ
ー
・
フ
ラ
イ
（
一
八
六
六-

一
九
三
四
）
で
あ
る
。
フ
ラ
イ
は
こ
の
印
象
派
以
後
の
新
し
い
フ
ラ
ン
ス
絵

画
の
動
き
を
紹
介
し
、
そ
の
展
覧
会
の
中
核
に
ゴ
ッ
ホ
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
、
そ

し
て
梶
井
も
そ
の
名
を
拝
借
す
る
(９
)ほ
ど
傾
倒
し
て
い
た
セ
ザ
ン
ヌ
を
置
い

た
(
)。
Ａ
・
ク
ラ
ッ
ト
ン
＝
ブ
ロ
ッ
ク
（
一
八
六
八
-一
九
二
四
）
の
論
（

）

10

11

に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
芸
術
家
た
ち
に
つ
い
て
「
ポ
ス
ト
印
象
派
」
よ
り
も

む
し
ろ
「
表
現
派
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
ほ
う
が
良
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、

梶
井
も
セ
ザ
ン
ヌ
を
表
現
主
義
作
家
、
す
な
わ
ち
内
的
感
情
を
作
品
に
表
出

さ
せ
る
作
家
と
し
て
評
価
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
小
林
論
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
研
究
で
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
精
神
病
的
感
傷
」
の
表
出
作

品
と
し
て
『
檸
檬
』
が
読
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、『
檸
檬
』
＝
セ
ザ
ン

ヌ
的
・
表
現
主
義
的
作
品
と
し
て
、
つ
ま
り
梶
井
の
傾
倒
し
た
セ
ザ
ン
ヌ
の

芸
術
観
が
反
映
さ
れ
た
作
品
と
し

て
存
在
す
る
、
と
判
断
で
き
る
。

し
か
し
一
方
で
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
中

期
か
ら
晩
年
の
作
風
で
あ
る
「
デ

フ
ォ
ル
マ
シ
オ
ン
」（
緊
張
感
を
孕

ん
だ
歪
み
）
を
取
り
入
れ
た
作
品

が
『
檸
檬
』
で
あ
る
と
も
考
え
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
デ
フ
ォ
ル

マ
シ
オ
ン
と
い
う
表
現
方
法
を
、

「
台
所
の
テ
ー
ブ
ル
（
籠
の
あ
る

静
物
）」
(図
版
１
)（
制
作
年
一
八

八
八-

一
八
九
〇
）
で
確
認
し
て
み

図版1

- 5 -

よ
う
。
台
所
の
テ
ー
ブ
ル
に
置
か
れ
た
籠
や
果
物
、
壺
や
茶
器
で
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
っ
た
視
点
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
籠

は
正
面
か
ら
の
ア
ン
グ
ル
の
描
写
で
あ
る
。
し
か
し
壺
は
、
斜
め
上
か
ら
の

ア
ン
グ
ル
で
あ
り
、
自
然
ら
し
さ
や
整
合
性
よ
り
も
、
美
的
感
覚
を
優
先
し

た
構
図
と
し
て
判
断
さ
れ
、
そ
の
歪
み
の
中
に
緊
張
感
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
緊
張
感
と
は
、
均
斉
を
意
味
す
る
と
考
え
て
も
良
い
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
複
数
の
視
点
が
存
在
し
、
見
る
も
の
に
あ
る
種
の
緊
張
感
を
与

え
る
よ
う
な
作
品
の
特
徴
が
『
檸
檬
』
に
見
ら
れ
る
。『
檸
檬
』
に
お
け
る
デ

フ
ォ
ル
マ
シ
オ
ン
の
当
該
箇
所
を
二
つ
挙
げ
て
分
析
し
て
み
よ
う
。
以
下
は
、

「
私
」
が
精
神
を
病
み
、「
街
か
ら
街
を
浮
浪
し
続
け
て
」
い
る
際
、
心
を
ひ

き
つ
け
ら
れ
た
風
景
の
描
写
で
あ
る
。

風
景
に
し
て
も
壊
れ
か
か
つ
た
街
だ
と
か
、
そ
の
街
に
し
て
も
他
所
他

所
し
い
表
通
よ
り
も
ど
こ
か
親
し
み
の
あ
る
、
汚
い
洗
濯
物
が
干
し
て

あ
つ
た
り
が
ら
く
た
が
転
し
て
あ
つ
た
り
む
さ
く
る
し
い
部
屋
が
覗
い

て
ゐ
た
り
す
る
裏
通
が
好
き
で
あ
つ
た
。
雨
や
風
が
蝕
ん
で
や
が
て
土

に
帰
つ
て
し
ま
ふ
。
と
云
つ
た
や
う
な
趣
き
の
あ
る
街
で
、
土
塀
が
崩

れ
て
ゐ
た
り
家
並
が
傾
き
か
か
つ
て
ゐ
た
り

―
勢
ひ
の
い
い
の
は
植

物
だ
け
で
時
と
す
る
と
吃
驚
さ
せ
る
や
う
な
向
日
葵
が
あ
つ
た
り
カ
ン

ナ
が
咲
い
て
ゐ
た
り
す
る
。

「
私
」
は
、「
表
通
」
と
い
う
自
然
に
華
や
か
さ
を
感
じ
る
は
ず
の
場
所
で

は
な
く
、「
裏
通
」
に
目
を
向
け
、
そ
こ
に
「
親
し
み
」
を
感
じ
て
い
る
。「
私
」

は
通
常
の
視
点
を
ず
ら
す
こ
と
で
、
そ
こ
に
表
れ
る
、
自
ら
が
感
じ
る
美
的

感
覚
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
。
そ
の
「
裏
通
」
に
は
、「
吃
驚
」
す
る
よ
う
な

植
物
た
ち
が
咲
い
て
い
る
。
い
つ
か
風
化
し
て
し
ま
う
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る

風
景
や
、
崩
れ
、
傾
き
の
見
ら
れ
る
建
物
の
「
歪
み
」
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、

自
然
物
の
持
つ
均
斉
の
輪
郭
が
際
立
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

次
に
、
レ
モ
ン
を
購
入
す
る
果
物
屋
の
描
写
で
あ
る
。

其
処
は
決
し
て
立
派
な
店
で
は
な
か
つ
た
の
だ
が
、
果
物
屋
固
有
の
美

し
さ
が
最
も
露
骨
に
感
ぜ
ら
れ
た
。
果
物
は
か
な
り
勾
配
の
急
な
台
の

上
に
並
べ
て
あ
つ
て
、
そ
の
台
と
い
ふ
の
も
古
び
た
黒
い
漆
塗
り
の
板

だ
つ
た
や
う
に
思
へ
る
。
何
か
華
や
か
な
美
し
い
音
楽
の
快
速
調
(ア
ツ

レ
グ
ロ
)の
流
れ
が
、
見
る
人
を
石
に
化
し
た
と
い
ふ
ゴ
ル
ゴ
ン
の
鬼
面

―
的
な
も
の
を
差
し
つ
け
ら
れ
て
、
あ
ん
な
色
彩
や
あ
ん
な
ヴ
オ
リ

ウ
ム
に
凝
り
固
ま
つ
た
と
い
ふ
風
に
果
物
は
並
ん
で
ゐ
る
。
青
物
も
や

は
り
奥
へ
ゆ
け
ば
ゆ
く
ほ
ど
堆
高
く
積
ま
れ
て
ゐ
る
。

―
実
際
あ
そ

こ
の
人
参
葉
の
美
し
さ
な
ど
は
素
晴
ら
し
か
つ
た
。
そ
れ
か
ら
水
に
漬

け
て
あ
る
豆
だ
と
か
慈
姑
だ
と
か
。

整
然
と
並
べ
ら
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
あ
る
種
の
不
均
衡
を
も
っ
て
果
物

や
野
菜
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
描
写
で
あ
る
。
そ
の
不
均
衡
と
は
、
一
方
で
は

奥
行
き
を
、
も
う
一
方
で
は
平
面
を
示
す
描
写
か
ら
う
か
が
え
る
。「
勾
配
の

急
な
台
」
の
上
に
並
べ
ら
れ
た
青
果
た
ち
は
、
そ
の
配
置
に
奥
行
き
を
感
じ

さ
せ
る
。
し
か
し
「
豆
だ
と
か
慈
姑
だ
と
か
」
は
水
に
漬
け
て
あ
り
、
水
面

－29－
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と
い
う
平
面
に
浮
ぶ
も
の
と
し
て
描
写
さ
れ
る
。
こ
の
、
奥
行
き
と
平
面
と

が
混
在
し
て
い
る
描
写
こ
そ
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
デ
フ
ォ
ル
マ
シ
オ
ン
と
い
う
表

現
描
写
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
二
箇
所
の
分
析
か
ら
、『
檸
檬
』
の
「
私
」
が
「
歪
み
」
の
中
に
「
均

斉
」
を
見
出
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
セ
ザ
ン
ヌ
の
手
法
で
あ

る
デ
フ
ォ
ル
マ
シ
オ
ン
と
の
強
い
親
和
性
が
見
て
と
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
表

現
主
義
」
と
し
て
の
映
画
的
描
写
と
も
捉
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
歪
み
」

や
ズ
レ
と
い
っ
た
表
現
主
義
的
映
画
の
特
徴
が
あ
ら
わ
さ
れ
、
暗
闇
の
中
の

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
映
像
と
し
て
『
檸
檬
』
の
街
並
み
や
果
物
屋

が
描
写
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
梶
井
が
『
檸
檬
』
に
お
い
て
映
画
的
描
写
を
目

指
し
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
レ
モ
ン
は
「
黒
い
漆
塗
り
の
板
」
と
い
う
、
黒
を

背
景
に
し
た
場
所
に
置
か
れ
て
い
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
。

３

『
檸
檬
』
と
映
画
的
描
写

映
画
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
こ
う
。
野
崎
歓
は
映
画

に
つ
い
て
、「
絵
画
や
演
劇
と
は
ま
っ
た
く
別
の
視
覚
的
体
験
を
も
た
ら
し
て

く
れ
る
映
画
は
、「
夢
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
の
類
推
で
語
ら
れ
、
人
間
の
無
意
識

を
刺
激
し
、
か
つ
表
現
す
る
手
段
と
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
」
て
い
た
と
述

べ
、「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
（
超
現
実
主
義
運
動
）
の
詩
人
た
ち
の
多
く
に
共

有
さ
れ
て
い
た
認
識
」
で
あ
っ
た
と
加
え
る
(
)。
こ
こ
で
の
「
シ
ュ
ル
レ
ア

12

リ
ス
ム
の
詩
人
た
ち
」
は
、
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
（
一
八
九
六-

一
九
六
六
）

を
筆
頭
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
を
指
す
。
ブ
ル
ト
ン
は
「
自
動
筆
記
」
(

)
13

に
よ
り
、
自
己
の
無
意
識
の
表
出
を
詩
に
よ
っ
て
実
現
し
よ
う
と
し
た
の
だ

が
、
こ
う
し
た
無
意
識
の
表
出
に
関
わ
る
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
方
法
と
梶

井
作
品
と
の
共
通
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
安
東
次
男
は
次
の
よ
う

に
論
じ
て
い
る
(
)。
14

フ
ラ
ン
ス
語
にV

isionnaire

（
ヴ
ィ
ジ
オ
ネ
ー
ル
）
と
い
う
こ
と
ば
が

あ
る
。
妄
想
家
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
文
学
・
美
術
用
語
と
し
て
は
、

幻
視
者
と
い
っ
た
方
が
よ
り
的
確
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。（
…
）
ヴ
ィ

ジ
オ
ネ
ー
ル
と
は
、
妄
想
を
意
識
的
に
自
己
の
生
活
の
拠
り
ど
こ
ろ
と

し
、
日
常
坐
臥
そ
れ
に
し
た
し
む
こ
と
に
よ
っ
て
平
板
な
現
実
か
ら
の

脱
出
を
企
て
た
と
い
う
点
に
、
単
な
る
妄
想
者
と
は
違
っ
た
も
の
が
あ

る
。
そ
こ
に
は
よ
り
本
質
的
に
、
従
来
の
意
識
の
流
れ
に
対
す
る
一
つ

の
反
逆
、
つ
ま
り
潜
在
的
内
部
意
識
を
外
部
意
識
に
対
決
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
そ
こ
に
新
し
い
現
実
を
構
築
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
あ
っ
た

わ
け
で
あ
る
が
、（
…
）
こ
う
云
っ
た
こ
と
は
梶
井
の
作
品
に
つ
い
て
も

或
る
程
度
い
え
る
の
で
あ
る
。

安
東
は
ラ
ン
ボ
ー
や
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
を
例
に
挙
げ
、「
い
ず
れ
も
或
る
意
味

で
は
こ
の
ヴ
ィ
ジ
オ
ネ
ー
ル
で
あ
っ
た
」
と
し
、「
後
に
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム

が
か
れ
ら
の
作
品
な
り
生
活
の
中
に
こ
う
い
っ
た
特
徴
を
指
摘
す
る
ま
で
は
、

こ
う
し
た
幻
視
的
現
象
は
そ
れ
ほ
ど
問
題
に
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
無
意
識
に

か
れ
ら
の
内
に
芽
生
え
て
い
た
も
の
で
あ
る
」
と
分
析
し
、
梶
井
の
『
檸
檬
』

に
お
い
て
も
こ
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
と
す
る
。
レ
モ

- 7 -

ン
を
爆
弾
に
見
立
て
て
丸
善
を
爆
破
す
る
と
い
う
妄
想
が
、「
新
し
い
現
実
を

構
築
」
す
る
た
め
の
「
破
壊
趣
味
」
が
、「
デ
ペ
イ
ズ
マ
ン
」
(

)の
現
わ
れ

15

だ
と
述
べ
る
。『
檸
檬
』
は
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
基
盤
と
し
、
日
常
に
幻
覚

を
生
み
出
し
た
映
画
的
作
品
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
。

「
夢
」
の
働
き
に
つ
い
て
は
次
を
参
考
と
し
て
挙
げ
て
お
こ
う
。
映
画
の

持
つ
虚
偽
性
を
精
神
分
析
や
文
学
理
論
で
論
じ
た
ト
ッ
ド
・
マ
ガ
ウ
ア
ン『
ク

リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ノ
ー
ラ
ン
の
噓
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
(
)。
16

ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
カ
ン
は
、「
精
神
分
析
の
裏
面
」
と
題
さ
れ
た
セ
ミ
ネ
ー

ル

の
な
か
で
、
真
実
と
の
関
わ
り
に
お
け
る
、
目
覚
め
る
こ
と
の
役

ⅩⅦ
割
に
つ
い
て
、（
…
）
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
夢
は
真
実
を
手
放
し
た
瞬

間
に
あ
な
た
を
目
覚
め
さ
せ
ま
す
。
人
が
目
覚
め
る
理
由
は
た
だ
一
つ
。

現
実
界
、
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
現
実
性
の
な
か
で
夢
を
見
続
け
る
た

め
で
す
」（
…
）
現
実
は
、
私
た
ち
を
私
た
ち
自
身
の
欲
望
か
ら
隔
離
す

る
効
果
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
慰
安
と
な
る
。
一
方
、
夢
は
、
私
た
ち

が
自
ら
の
欲
望
の
論
理

―
そ
の
真
相
の
暴
露
が
い
か
に
ト
ラ
ウ
マ
的

な
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、

―
に
従
う
こ
と
を
要
求
す
る
。
人
は
、
夢

の
な
か
で
明
ら
か
に
な
る
自
ら
の
欲
望
の
真
実
と
直
接
向
き
合
う
こ
と

を
避
け
る
た
め
に
目
覚
め
る
の
で
あ
る
。

「
夢
」
の
中
で
人
は
、
自
ら
の
欲
望
と
向
き
合
う
。
し
か
も
、
無
意
識
的

に
、
で
あ
る
。
映
画
の
持
つ
「
夢
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
踏
ま
え
る
と
、
映
画
的

描
写
は
自
己
の
無
意
識
を
表
出
さ
せ
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
だ
。

で
は
、
実
際
に
『
檸
檬
』
の
テ
ク
ス
ト
で
の
映
画
的
描
写
を
確
認
し
よ
う
。

以
下
は
「
二
重
写
し
」
の
場
面
で
あ
る
。

時
ど
き
私
は
そ
ん
な
路
を
歩
き
な
が
ら
、
不
図
、
其
処
が
京
都
で
は

な
く
京
都
か
ら
何
百
里
も
離
れ
た
仙
台
と
か
長
崎
と
か

―
そ
の
や
う

な
市
へ
今
自
分
が
来
て
ゐ
る
の
だ

―
と
い
ふ
錯
覚
を
起
さ
う
と
努
め

る
。
私
は
、
出
来
る
こ
と
な
ら
京
都
か
ら
逃
出
し
て
誰
一
人
知
ら
な
い

や
う
な
市
へ
行
つ
て
し
ま
ひ
た
か
つ
た
。
第
一
に
安
静
。
が
ら
ん
と
し

た
旅
館
の
一
室
。
清
浄
な
蒲
団
。
匂
ひ
の
い
い
蚊
帳
と
糊
の
よ
く
利
い

た
浴
衣
。
其
処
で
一
月
ほ
ど
何
も
思
は
ず
横
に
な
り
た
い
。
希
は
く
は

此
処
が
何
時
の
間
に
か
そ
の
市
に
な
つ
て
ゐ
る
の
だ
つ
た
ら
。

―
錯

覚
が
や
う
や
く
成
功
し
は
じ
め
る
と
私
は
そ
こ
か
ら
そ
れ
へ
想
像
の
絵

具
を
塗
り
つ
け
て
ゆ
く
。
何
の
こ
と
は
な
い
、
私
の
錯
覚
と
壊
れ
か
か

つ
た
街
と
の
二
重
写
し
で
あ
る
。
そ
し
て
私
は
そ
の
中
に
現
実
の
私
自

身
を
見
失
ふ
の
を
楽
し
ん
だ
。

こ
こ
で
の
「
二
重
写
し
」
と
映
画
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
今
泉
康
弘
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
((

)。
17

あ
る
映
像
に
、
時
間
の
変
化
に
つ
れ
て
、「
そ
れ
か
ら
そ
れ
へ
」
と
別
の

映
像
が
重
な
る
、
と
い
う
こ
と
（
二
重
写
し
）
は
、
映
画
と
い
う
メ
デ

ィ
ア
で
し
か
あ
り
え
な
い
。
ゆ
え
に
、「
檸
檬
」
の
「
私
」
が
「
二
重
写

し
」
の
中
に
「
現
実
の
私
を
見
失
ふ
」
と
い
う
精
神
の
作
用
は
、
そ
の

－30－
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と
い
う
平
面
に
浮
ぶ
も
の
と
し
て
描
写
さ
れ
る
。
こ
の
、
奥
行
き
と
平
面
と

が
混
在
し
て
い
る
描
写
こ
そ
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
デ
フ
ォ
ル
マ
シ
オ
ン
と
い
う
表

現
描
写
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
二
箇
所
の
分
析
か
ら
、『
檸
檬
』
の
「
私
」
が
「
歪
み
」
の
中
に
「
均

斉
」
を
見
出
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
セ
ザ
ン
ヌ
の
手
法
で
あ

る
デ
フ
ォ
ル
マ
シ
オ
ン
と
の
強
い
親
和
性
が
見
て
と
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
表

現
主
義
」
と
し
て
の
映
画
的
描
写
と
も
捉
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
歪
み
」

や
ズ
レ
と
い
っ
た
表
現
主
義
的
映
画
の
特
徴
が
あ
ら
わ
さ
れ
、
暗
闇
の
中
の

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
映
像
と
し
て
『
檸
檬
』
の
街
並
み
や
果
物
屋

が
描
写
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
梶
井
が
『
檸
檬
』
に
お
い
て
映
画
的
描
写
を
目

指
し
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
レ
モ
ン
は
「
黒
い
漆
塗
り
の
板
」
と
い
う
、
黒
を

背
景
に
し
た
場
所
に
置
か
れ
て
い
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
。

３

『
檸
檬
』
と
映
画
的
描
写

映
画
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
こ
う
。
野
崎
歓
は
映
画

に
つ
い
て
、「
絵
画
や
演
劇
と
は
ま
っ
た
く
別
の
視
覚
的
体
験
を
も
た
ら
し
て

く
れ
る
映
画
は
、「
夢
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
の
類
推
で
語
ら
れ
、
人
間
の
無
意
識

を
刺
激
し
、
か
つ
表
現
す
る
手
段
と
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
」
て
い
た
と
述

べ
、「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
（
超
現
実
主
義
運
動
）
の
詩
人
た
ち
の
多
く
に
共

有
さ
れ
て
い
た
認
識
」
で
あ
っ
た
と
加
え
る
(
)。
こ
こ
で
の
「
シ
ュ
ル
レ
ア

12

リ
ス
ム
の
詩
人
た
ち
」
は
、
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
（
一
八
九
六-

一
九
六
六
）

を
筆
頭
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
を
指
す
。
ブ
ル
ト
ン
は
「
自
動
筆
記
」
(

)
13

に
よ
り
、
自
己
の
無
意
識
の
表
出
を
詩
に
よ
っ
て
実
現
し
よ
う
と
し
た
の
だ

が
、
こ
う
し
た
無
意
識
の
表
出
に
関
わ
る
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
方
法
と
梶

井
作
品
と
の
共
通
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
安
東
次
男
は
次
の
よ
う

に
論
じ
て
い
る
(
)。
14

フ
ラ
ン
ス
語
にV

isionnaire

（
ヴ
ィ
ジ
オ
ネ
ー
ル
）
と
い
う
こ
と
ば
が

あ
る
。
妄
想
家
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
文
学
・
美
術
用
語
と
し
て
は
、

幻
視
者
と
い
っ
た
方
が
よ
り
的
確
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。（
…
）
ヴ
ィ

ジ
オ
ネ
ー
ル
と
は
、
妄
想
を
意
識
的
に
自
己
の
生
活
の
拠
り
ど
こ
ろ
と

し
、
日
常
坐
臥
そ
れ
に
し
た
し
む
こ
と
に
よ
っ
て
平
板
な
現
実
か
ら
の

脱
出
を
企
て
た
と
い
う
点
に
、
単
な
る
妄
想
者
と
は
違
っ
た
も
の
が
あ

る
。
そ
こ
に
は
よ
り
本
質
的
に
、
従
来
の
意
識
の
流
れ
に
対
す
る
一
つ

の
反
逆
、
つ
ま
り
潜
在
的
内
部
意
識
を
外
部
意
識
に
対
決
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
そ
こ
に
新
し
い
現
実
を
構
築
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
あ
っ
た

わ
け
で
あ
る
が
、（
…
）
こ
う
云
っ
た
こ
と
は
梶
井
の
作
品
に
つ
い
て
も

或
る
程
度
い
え
る
の
で
あ
る
。

安
東
は
ラ
ン
ボ
ー
や
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
を
例
に
挙
げ
、「
い
ず
れ
も
或
る
意
味

で
は
こ
の
ヴ
ィ
ジ
オ
ネ
ー
ル
で
あ
っ
た
」
と
し
、「
後
に
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム

が
か
れ
ら
の
作
品
な
り
生
活
の
中
に
こ
う
い
っ
た
特
徴
を
指
摘
す
る
ま
で
は
、

こ
う
し
た
幻
視
的
現
象
は
そ
れ
ほ
ど
問
題
に
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
無
意
識
に

か
れ
ら
の
内
に
芽
生
え
て
い
た
も
の
で
あ
る
」
と
分
析
し
、
梶
井
の
『
檸
檬
』

に
お
い
て
も
こ
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
と
す
る
。
レ
モ

- 7 -

ン
を
爆
弾
に
見
立
て
て
丸
善
を
爆
破
す
る
と
い
う
妄
想
が
、「
新
し
い
現
実
を

構
築
」
す
る
た
め
の
「
破
壊
趣
味
」
が
、「
デ
ペ
イ
ズ
マ
ン
」
(

)の
現
わ
れ

15

だ
と
述
べ
る
。『
檸
檬
』
は
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
基
盤
と
し
、
日
常
に
幻
覚

を
生
み
出
し
た
映
画
的
作
品
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
。

「
夢
」
の
働
き
に
つ
い
て
は
次
を
参
考
と
し
て
挙
げ
て
お
こ
う
。
映
画
の

持
つ
虚
偽
性
を
精
神
分
析
や
文
学
理
論
で
論
じ
た
ト
ッ
ド
・
マ
ガ
ウ
ア
ン『
ク

リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ノ
ー
ラ
ン
の
噓
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
(
)。
16

ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
カ
ン
は
、「
精
神
分
析
の
裏
面
」
と
題
さ
れ
た
セ
ミ
ネ
ー

ル

の
な
か
で
、
真
実
と
の
関
わ
り
に
お
け
る
、
目
覚
め
る
こ
と
の
役

ⅩⅦ
割
に
つ
い
て
、（
…
）
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
夢
は
真
実
を
手
放
し
た
瞬

間
に
あ
な
た
を
目
覚
め
さ
せ
ま
す
。
人
が
目
覚
め
る
理
由
は
た
だ
一
つ
。

現
実
界
、
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
現
実
性
の
な
か
で
夢
を
見
続
け
る
た

め
で
す
」（
…
）
現
実
は
、
私
た
ち
を
私
た
ち
自
身
の
欲
望
か
ら
隔
離
す

る
効
果
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
慰
安
と
な
る
。
一
方
、
夢
は
、
私
た
ち

が
自
ら
の
欲
望
の
論
理

―
そ
の
真
相
の
暴
露
が
い
か
に
ト
ラ
ウ
マ
的

な
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、

―
に
従
う
こ
と
を
要
求
す
る
。
人
は
、
夢

の
な
か
で
明
ら
か
に
な
る
自
ら
の
欲
望
の
真
実
と
直
接
向
き
合
う
こ
と

を
避
け
る
た
め
に
目
覚
め
る
の
で
あ
る
。

「
夢
」
の
中
で
人
は
、
自
ら
の
欲
望
と
向
き
合
う
。
し
か
も
、
無
意
識
的

に
、
で
あ
る
。
映
画
の
持
つ
「
夢
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
踏
ま
え
る
と
、
映
画
的

描
写
は
自
己
の
無
意
識
を
表
出
さ
せ
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
だ
。

で
は
、
実
際
に
『
檸
檬
』
の
テ
ク
ス
ト
で
の
映
画
的
描
写
を
確
認
し
よ
う
。

以
下
は
「
二
重
写
し
」
の
場
面
で
あ
る
。

時
ど
き
私
は
そ
ん
な
路
を
歩
き
な
が
ら
、
不
図
、
其
処
が
京
都
で
は

な
く
京
都
か
ら
何
百
里
も
離
れ
た
仙
台
と
か
長
崎
と
か

―
そ
の
や
う

な
市
へ
今
自
分
が
来
て
ゐ
る
の
だ

―
と
い
ふ
錯
覚
を
起
さ
う
と
努
め

る
。
私
は
、
出
来
る
こ
と
な
ら
京
都
か
ら
逃
出
し
て
誰
一
人
知
ら
な
い

や
う
な
市
へ
行
つ
て
し
ま
ひ
た
か
つ
た
。
第
一
に
安
静
。
が
ら
ん
と
し

た
旅
館
の
一
室
。
清
浄
な
蒲
団
。
匂
ひ
の
い
い
蚊
帳
と
糊
の
よ
く
利
い

た
浴
衣
。
其
処
で
一
月
ほ
ど
何
も
思
は
ず
横
に
な
り
た
い
。
希
は
く
は

此
処
が
何
時
の
間
に
か
そ
の
市
に
な
つ
て
ゐ
る
の
だ
つ
た
ら
。

―
錯

覚
が
や
う
や
く
成
功
し
は
じ
め
る
と
私
は
そ
こ
か
ら
そ
れ
へ
想
像
の
絵

具
を
塗
り
つ
け
て
ゆ
く
。
何
の
こ
と
は
な
い
、
私
の
錯
覚
と
壊
れ
か
か

つ
た
街
と
の
二
重
写
し
で
あ
る
。
そ
し
て
私
は
そ
の
中
に
現
実
の
私
自

身
を
見
失
ふ
の
を
楽
し
ん
だ
。

こ
こ
で
の
「
二
重
写
し
」
と
映
画
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
今
泉
康
弘
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
((

)。
17

あ
る
映
像
に
、
時
間
の
変
化
に
つ
れ
て
、「
そ
れ
か
ら
そ
れ
へ
」
と
別
の

映
像
が
重
な
る
、
と
い
う
こ
と
（
二
重
写
し
）
は
、
映
画
と
い
う
メ
デ

ィ
ア
で
し
か
あ
り
え
な
い
。
ゆ
え
に
、「
檸
檬
」
の
「
私
」
が
「
二
重
写

し
」
の
中
に
「
現
実
の
私
を
見
失
ふ
」
と
い
う
精
神
の
作
用
は
、
そ
の

－31－
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モ
デ
ル
と
し
て
、
映
画
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
、
お
よ
び
、
そ
の
鑑
賞
体
験

が
あ
ら
か
じ
め
存
在
し
て
い
て
初
め
て
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
、
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
「
二
重
写
し
」
に
関
す
る
言
説
に
つ
い
て
は
筆
者
も
同
様
の
考
え
を

持
つ
。
し
か
し
今
泉
は
大
正
期
の
映
画
を
高
級
文
化
／
大
衆
文
化
と
い
う
対

立
か
ら
分
析
し
、
大
正
期
の
映
画
に
つ
い
て
、
谷
崎
の
よ
う
な
既
成
の
文
学

者
を
そ
の
ま
ま
取
り
込
む
姿
勢
を
踏
ま
え
、「
映
画
は
、
ま
だ
芸
術
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
か
っ
た
」
と
す
る
。
類
型
化
に
陥
り
や
す
い
高

級
文
化
と
は
違
う
、
固
有
の
具
体
性
を
持
つ
大
衆
文
化
と
し
て
評
価
し
て
い

る
の
だ
。
本
論
は
こ
の
今
泉
論
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
異
な
る
、「
活
動
写
真
」

と
い
う
文
化
を
『
檸
檬
』
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
お
い
て
分
析
す
る
こ
と
で
、『
檸

檬
』
の
映
画
的
描
写
を
構
造
レ
ベ
ル
で
捉
え
て
い
き
た
い
。

「
錯
覚
」
と
「
現
実
」
と
い
う
二
つ
の
視
点
を
介
在
さ
せ
、「
二
重
写
し
」

に
す
る
こ
と
で
「
幻
覚
」
を
作
り
出
す
。「
え
た
い
の
知
れ
な
い
不
吉
な
塊
」

に
蝕
ま
れ
て
い
る
「
私
」
の
精
神
が
、「
錯
覚
」
と
い
う
、
言
い
換
え
る
な
ら

ば
「
夢
」
の
中
で
無
意
識
に
欲
し
て
い
る
も
の
は
、
京
都
と
い
う
土
地
か
ら

離
れ
る
こ
と
と
、
逃
れ
た
場
所
で
の
休
養
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
錯
覚
」

が
「
成
功
」
し
た
後
に
述
べ
ら
れ
る
、「
想
像
の
絵
具
」
と
い
う
表
現
に
注
目

し
た
い
。

活
動
写
真
、
後
の
映
画
に
お
い
て
そ
の
映
像
に
色
が
つ
い
た
の
は
、
昭
和

一
二
年
（
一
九
三
七
）
公
開
の
「
千
人
針
」
と
さ
れ
て
お
り
、
大
正
期
の
活

動
写
真
は
モ
ノ
ク
ロ
で
あ
っ
た
。『
檸
檬
』
の
「
私
」
は
「
え
た
い
の
知
れ
な

い
不
吉
な
塊
」
に
よ
っ
て
、「
以
前
私
を
喜
ば
せ
た
ど
ん
な
美
し
い
音
楽
も
、

ど
ん
な
美
し
い
詩
の
一
節
も
辛
抱
が
な
ら
な
く
」
な
り
、「
香
水
の
壜
に
も
煙

管
に
も
私
の
心
は
の
し
か
か
つ
て
は
ゆ
か
な
」
く
な
る
。
そ
し
て
、「
た
う
と

う
お
し
ま
ひ
に
は
日
頃
か
ら
大
好
き
だ
つ
た
ア
ン
グ
ル
の
橙
色
の
重
い
本
ま

で
尚
一
層
の
堪
え
難
さ
の
た
め
に
置
い
て
し
ま
つ
た
」。
い
わ
ば
、
芸
術
感
覚

の
鈍
化
に
よ
り
、
色
の
無
い
世
界
、
モ
ノ
ク
ロ
の
世
界
を
生
き
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
の
だ
。

現
実
が
モ
ノ
ク
ロ
だ
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
「
二
重
写
し
」
に
す
べ
き
錯
覚

に
は
現
実
か
ら
乖
離
し
た
も
の
、
色
の
つ
い
た
、
カ
ラ
ー
の
世
界
が
必
要
で

あ
っ
た
。
そ
の
色
彩
を
構
成
す
る
一
つ
が
レ
モ
ン
で
あ
る
。「
私
」
が
袂
に
入

れ
て
あ
っ
た
レ
モ
ン
の
存
在
に
気
付
く
と
き
、
目
の
前
の
本
た
ち
は
色
彩
を

帯
び
る
。「

あ
、
さ
う
だ
さ
う
だ
」
そ
の
時
私
は
袂
の
中
の
檸
檬
を
憶
ひ
出
し

た
。
本
の
色
彩
を
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
に
積
み
あ
げ
て
、
一
度
こ
の
檸
檬
で

試
し
て
見
た
ら
。「
さ
う
だ
」

私
は
手
当
り
次
第
に
積
み
あ
げ
、
ま
た
慌
し
く
潰
し
、
ま
た
慌
し
く

築
き
あ
げ
た
。
新
し
く
引
き
抜
い
て
つ
け
加
へ
た
り
、
取
り
去
つ
た
り

し
た
。
奇
怪
な
幻
想
的
な
城
が
、
そ
の
度
に
赤
く
な
つ
た
り
青
く
な
つ

た
り
し
た
。

や
つ
と
そ
れ
は
出
来
上
が
つ
た
。
そ
し
て
軽
く
跳
り
あ
が
る
心
を
制

し
な
が
ら
、
そ
の
城
壁
の
頂
き
に
恐
る
恐
る
檸
檬
を
据
ゑ
つ
け
た
。
そ

し
て
そ
れ
は
上
出
来
だ
つ
た
。
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見
わ
た
す
と
、
そ
の
檸
檬
の
色
彩
は
ガ
チ
ヤ
ガ
チ
ヤ
し
た
色
の
階
調

を
ひ
つ
そ
り
と
紡
錘
形
の
身
体
の
中
へ
吸
収
し
て
し
ま
つ
て
、
カ
ー
ン

と
冴
え
か
へ
つ
て
ゐ
た
。

モ
ノ
ク
ロ
の
世
界
に
、
一
顆
の
レ
モ
ン
を
配
置
す
る
こ
と
で
そ
こ
に
「
奇

怪
な
幻
想
的
な
城
」
が
生
み
出
さ
れ
る
。「
二
重
写
し
」
と
い
う
錯
覚
か
ら
始

ま
り
、
幻
想
を
生
み
出
す
、
と
い
う
手
法
こ
そ
、
大
正
期
の
人
々
に
受
け
入

れ
ら
れ
た
活
動
写
真
の
手
法
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

『
檸
檬
』
の
冒
頭
で
述
べ
ら
れ
る
「
二
重
写
し
」
と
い
う
表
現
は
、
結
末

部
に
向
か
っ
て
通
底
す
る
手
法
で
あ
る
こ
と
が
以
上
の
分
析
に
よ
り
わ
か
る
。

『
檸
檬
』
が
映
画
的
な
手
法
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
垣
間

見
ら
れ
る
の
だ
。

４

『
檸
檬
』
と
夢
／
『
檸
檬
』
と
美

『
檸
檬
』
に
お
い
て
「
私
」
が
妄
想
の
中
で
レ
モ
ン
を
爆
破
さ
せ
た
後
、「
活

動
写
真
の
看
板
画
」
が
並
ぶ
京
極
へ
下
り
、
物
語
は
閉
じ
る
と
冒
頭
で
述
べ

た
。
ま
た
、
幻
覚
（
妄
想
）
が
夢
（
映
画
）
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
先
述
し

た
が
、
こ
の
「
夢
」
か
ら
覚
め
る
シ
ー
ン
と
し
て
『
檸
檬
』
の
結
末
部
が
描

か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

不
意
に
第
二
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
起
つ
た
。
そ
の
奇
妙
な
た
く
ら
み
は

寧
ろ
私
を
ぎ
よ
つ
と
さ
せ
た
。

―
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
私
は
、
何
喰
は
ぬ
顔
を
し
て

外
へ
出
る
。

―

私
は
変
に
く
す
ぐ
つ
た
い
気
持
が
し
た
。「
出
て
行
か
う
か
な
あ
。
さ

う
だ
出
て
行
か
う
」
そ
し
て
私
は
す
た
す
た
出
て
行
つ
た
。

変
に
く
す
ぐ
つ
た
い
気
持
が
街
の
上
の
私
を
微
笑
ま
せ
た
。
丸
善
の

棚
へ
黄
金
色
に
輝
く
恐
ろ
し
い
爆
弾
を
仕
掛
て
来
た
奇
怪
な
悪
漢
が
私

で
、
も
う
十
分
後
に
は
あ
の
丸
善
が
美
術
の
棚
を
中
心
と
し
て
大
爆
発

を
す
る
の
だ
つ
た
ら
ど
ん
な
に
面
白
い
だ
ら
う
。

私
は
こ
の
理
想
を
熱
心
に
追
求
し
た
。「
さ
う
し
た
ら
あ
の
気
詰
り
な

丸
善
も
粉
葉
み
じ
ん
だ
ら
う
」

『
檸
檬
』
の
「
私
」
は
、
丸
善
の
書
棚
の
本
を
積
み
上
げ
、
そ
の
上
に
レ

モ
ン
を
設
置
し
そ
の
場
を
去
り
、
妄
想
の
中
で
レ
モ
ン
を
爆
破
さ
せ
て
丸
善

を
破
壊
す
る
。
一
顆
の
レ
モ
ン
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
こ
の
「
夢
」
が
覚

め
な
い
も
の
と
な
る
た
め
に
は
、
す
な
わ
ち
「
夢
」
を
見
続
け
、「
え
た
い
の

知
れ
な
い
不
吉
な
塊
」
と
い
う
自
分
の
弱
さ
か
ら
目
を
逸
ら
す
た
め
に
は
、

レ
モ
ン
を
手
に
入
れ
た
と
い
う
真
実
を
手
放
す
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
。
も
ち

ろ
ん
そ
こ
に
は
実
際
の
破
壊
は
必
要
な
い
。
レ
モ
ン
を
手
放
す
、
と
い
う
事

実
を
持
っ
て
、
夢
を
見
続
け
る
こ
と
が
「
其
頃
」
の
「
私
」
に
は
必
要
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
現
実
の
世
界
の
中
で
「
夢
を
見
続
け
る
」
と
い
う
方
法

に
お
い
て
も
、『
檸
檬
』の
映
画
的
描
写
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

手
に
入
れ
た
一
顆
の
レ
モ
ン
を
置
き
去
り
に
す
る
こ
と
。こ
の
事
実
こ
そ
、『
檸

檬
』
の
「
私
」
に
と
っ
て
必
要
で
あ
り
、
こ
の
事
実
に
よ
っ
て
「
私
」
は
現

－32－
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モ
デ
ル
と
し
て
、
映
画
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
、
お
よ
び
、
そ
の
鑑
賞
体
験

が
あ
ら
か
じ
め
存
在
し
て
い
て
初
め
て
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
、
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
「
二
重
写
し
」
に
関
す
る
言
説
に
つ
い
て
は
筆
者
も
同
様
の
考
え
を

持
つ
。
し
か
し
今
泉
は
大
正
期
の
映
画
を
高
級
文
化
／
大
衆
文
化
と
い
う
対

立
か
ら
分
析
し
、
大
正
期
の
映
画
に
つ
い
て
、
谷
崎
の
よ
う
な
既
成
の
文
学

者
を
そ
の
ま
ま
取
り
込
む
姿
勢
を
踏
ま
え
、「
映
画
は
、
ま
だ
芸
術
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
か
っ
た
」
と
す
る
。
類
型
化
に
陥
り
や
す
い
高

級
文
化
と
は
違
う
、
固
有
の
具
体
性
を
持
つ
大
衆
文
化
と
し
て
評
価
し
て
い

る
の
だ
。
本
論
は
こ
の
今
泉
論
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
異
な
る
、「
活
動
写
真
」

と
い
う
文
化
を
『
檸
檬
』
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
お
い
て
分
析
す
る
こ
と
で
、『
檸

檬
』
の
映
画
的
描
写
を
構
造
レ
ベ
ル
で
捉
え
て
い
き
た
い
。

「
錯
覚
」
と
「
現
実
」
と
い
う
二
つ
の
視
点
を
介
在
さ
せ
、「
二
重
写
し
」

に
す
る
こ
と
で
「
幻
覚
」
を
作
り
出
す
。「
え
た
い
の
知
れ
な
い
不
吉
な
塊
」

に
蝕
ま
れ
て
い
る
「
私
」
の
精
神
が
、「
錯
覚
」
と
い
う
、
言
い
換
え
る
な
ら

ば
「
夢
」
の
中
で
無
意
識
に
欲
し
て
い
る
も
の
は
、
京
都
と
い
う
土
地
か
ら

離
れ
る
こ
と
と
、
逃
れ
た
場
所
で
の
休
養
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
錯
覚
」

が
「
成
功
」
し
た
後
に
述
べ
ら
れ
る
、「
想
像
の
絵
具
」
と
い
う
表
現
に
注
目

し
た
い
。

活
動
写
真
、
後
の
映
画
に
お
い
て
そ
の
映
像
に
色
が
つ
い
た
の
は
、
昭
和

一
二
年
（
一
九
三
七
）
公
開
の
「
千
人
針
」
と
さ
れ
て
お
り
、
大
正
期
の
活

動
写
真
は
モ
ノ
ク
ロ
で
あ
っ
た
。『
檸
檬
』
の
「
私
」
は
「
え
た
い
の
知
れ
な

い
不
吉
な
塊
」
に
よ
っ
て
、「
以
前
私
を
喜
ば
せ
た
ど
ん
な
美
し
い
音
楽
も
、

ど
ん
な
美
し
い
詩
の
一
節
も
辛
抱
が
な
ら
な
く
」
な
り
、「
香
水
の
壜
に
も
煙

管
に
も
私
の
心
は
の
し
か
か
つ
て
は
ゆ
か
な
」
く
な
る
。
そ
し
て
、「
た
う
と

う
お
し
ま
ひ
に
は
日
頃
か
ら
大
好
き
だ
つ
た
ア
ン
グ
ル
の
橙
色
の
重
い
本
ま

で
尚
一
層
の
堪
え
難
さ
の
た
め
に
置
い
て
し
ま
つ
た
」。
い
わ
ば
、
芸
術
感
覚

の
鈍
化
に
よ
り
、
色
の
無
い
世
界
、
モ
ノ
ク
ロ
の
世
界
を
生
き
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
の
だ
。

現
実
が
モ
ノ
ク
ロ
だ
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
「
二
重
写
し
」
に
す
べ
き
錯
覚

に
は
現
実
か
ら
乖
離
し
た
も
の
、
色
の
つ
い
た
、
カ
ラ
ー
の
世
界
が
必
要
で

あ
っ
た
。
そ
の
色
彩
を
構
成
す
る
一
つ
が
レ
モ
ン
で
あ
る
。「
私
」
が
袂
に
入

れ
て
あ
っ
た
レ
モ
ン
の
存
在
に
気
付
く
と
き
、
目
の
前
の
本
た
ち
は
色
彩
を

帯
び
る
。「

あ
、
さ
う
だ
さ
う
だ
」
そ
の
時
私
は
袂
の
中
の
檸
檬
を
憶
ひ
出
し

た
。
本
の
色
彩
を
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
に
積
み
あ
げ
て
、
一
度
こ
の
檸
檬
で

試
し
て
見
た
ら
。「
さ
う
だ
」

私
は
手
当
り
次
第
に
積
み
あ
げ
、
ま
た
慌
し
く
潰
し
、
ま
た
慌
し
く

築
き
あ
げ
た
。
新
し
く
引
き
抜
い
て
つ
け
加
へ
た
り
、
取
り
去
つ
た
り

し
た
。
奇
怪
な
幻
想
的
な
城
が
、
そ
の
度
に
赤
く
な
つ
た
り
青
く
な
つ

た
り
し
た
。

や
つ
と
そ
れ
は
出
来
上
が
つ
た
。
そ
し
て
軽
く
跳
り
あ
が
る
心
を
制

し
な
が
ら
、
そ
の
城
壁
の
頂
き
に
恐
る
恐
る
檸
檬
を
据
ゑ
つ
け
た
。
そ

し
て
そ
れ
は
上
出
来
だ
つ
た
。
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見
わ
た
す
と
、
そ
の
檸
檬
の
色
彩
は
ガ
チ
ヤ
ガ
チ
ヤ
し
た
色
の
階
調

を
ひ
つ
そ
り
と
紡
錘
形
の
身
体
の
中
へ
吸
収
し
て
し
ま
つ
て
、
カ
ー
ン

と
冴
え
か
へ
つ
て
ゐ
た
。

モ
ノ
ク
ロ
の
世
界
に
、
一
顆
の
レ
モ
ン
を
配
置
す
る
こ
と
で
そ
こ
に
「
奇

怪
な
幻
想
的
な
城
」
が
生
み
出
さ
れ
る
。「
二
重
写
し
」
と
い
う
錯
覚
か
ら
始

ま
り
、
幻
想
を
生
み
出
す
、
と
い
う
手
法
こ
そ
、
大
正
期
の
人
々
に
受
け
入

れ
ら
れ
た
活
動
写
真
の
手
法
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

『
檸
檬
』
の
冒
頭
で
述
べ
ら
れ
る
「
二
重
写
し
」
と
い
う
表
現
は
、
結
末

部
に
向
か
っ
て
通
底
す
る
手
法
で
あ
る
こ
と
が
以
上
の
分
析
に
よ
り
わ
か
る
。

『
檸
檬
』
が
映
画
的
な
手
法
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
垣
間

見
ら
れ
る
の
だ
。

４

『
檸
檬
』
と
夢
／
『
檸
檬
』
と
美

『
檸
檬
』
に
お
い
て
「
私
」
が
妄
想
の
中
で
レ
モ
ン
を
爆
破
さ
せ
た
後
、「
活

動
写
真
の
看
板
画
」
が
並
ぶ
京
極
へ
下
り
、
物
語
は
閉
じ
る
と
冒
頭
で
述
べ

た
。
ま
た
、
幻
覚
（
妄
想
）
が
夢
（
映
画
）
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
先
述
し

た
が
、
こ
の
「
夢
」
か
ら
覚
め
る
シ
ー
ン
と
し
て
『
檸
檬
』
の
結
末
部
が
描

か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

不
意
に
第
二
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
起
つ
た
。
そ
の
奇
妙
な
た
く
ら
み
は

寧
ろ
私
を
ぎ
よ
つ
と
さ
せ
た
。

―
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
私
は
、
何
喰
は
ぬ
顔
を
し
て

外
へ
出
る
。

―

私
は
変
に
く
す
ぐ
つ
た
い
気
持
が
し
た
。「
出
て
行
か
う
か
な
あ
。
さ

う
だ
出
て
行
か
う
」
そ
し
て
私
は
す
た
す
た
出
て
行
つ
た
。

変
に
く
す
ぐ
つ
た
い
気
持
が
街
の
上
の
私
を
微
笑
ま
せ
た
。
丸
善
の

棚
へ
黄
金
色
に
輝
く
恐
ろ
し
い
爆
弾
を
仕
掛
て
来
た
奇
怪
な
悪
漢
が
私

で
、
も
う
十
分
後
に
は
あ
の
丸
善
が
美
術
の
棚
を
中
心
と
し
て
大
爆
発

を
す
る
の
だ
つ
た
ら
ど
ん
な
に
面
白
い
だ
ら
う
。

私
は
こ
の
理
想
を
熱
心
に
追
求
し
た
。「
さ
う
し
た
ら
あ
の
気
詰
り
な

丸
善
も
粉
葉
み
じ
ん
だ
ら
う
」

『
檸
檬
』
の
「
私
」
は
、
丸
善
の
書
棚
の
本
を
積
み
上
げ
、
そ
の
上
に
レ

モ
ン
を
設
置
し
そ
の
場
を
去
り
、
妄
想
の
中
で
レ
モ
ン
を
爆
破
さ
せ
て
丸
善

を
破
壊
す
る
。
一
顆
の
レ
モ
ン
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
こ
の
「
夢
」
が
覚

め
な
い
も
の
と
な
る
た
め
に
は
、
す
な
わ
ち
「
夢
」
を
見
続
け
、「
え
た
い
の

知
れ
な
い
不
吉
な
塊
」
と
い
う
自
分
の
弱
さ
か
ら
目
を
逸
ら
す
た
め
に
は
、

レ
モ
ン
を
手
に
入
れ
た
と
い
う
真
実
を
手
放
す
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
。
も
ち

ろ
ん
そ
こ
に
は
実
際
の
破
壊
は
必
要
な
い
。
レ
モ
ン
を
手
放
す
、
と
い
う
事

実
を
持
っ
て
、
夢
を
見
続
け
る
こ
と
が
「
其
頃
」
の
「
私
」
に
は
必
要
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
現
実
の
世
界
の
中
で
「
夢
を
見
続
け
る
」
と
い
う
方
法

に
お
い
て
も
、『
檸
檬
』の
映
画
的
描
写
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

手
に
入
れ
た
一
顆
の
レ
モ
ン
を
置
き
去
り
に
す
る
こ
と
。こ
の
事
実
こ
そ
、『
檸

檬
』
の
「
私
」
に
と
っ
て
必
要
で
あ
り
、
こ
の
事
実
に
よ
っ
て
「
私
」
は
現

－33－
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実
の
中
で
「
夢
」
を
見
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。『
檸
檬
』
と
い
う
作
品
が
一

つ
の
映
画
的
作
品
と
し
て
立
ち
現
れ
る
の
だ
。

次
に
、『
檸
檬
』
が
、
な
ぜ
映
画
的
描
写
を
用
い
て
「
美
」
を
表
現
し
よ
う

と
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。
印
象
的
な

一
節
を
挙
げ
て
お
こ
う
。「
私
」
が
「
え
た
い
の
知
れ
な
い
不
吉
な
塊
」
に
蝕

ま
れ
た
精
神
を
慰
め
る
も
の
た
ち
を
挙
げ
る
場
面
で
あ
る
。

察
し
は
つ
く
だ
ら
う
が
私
に
は
ま
る
で
金
が
な
か
つ
た
。
と
は
云
へ

そ
ん
な
も
の
を
見
て
少
し
で
も
心
の
動
き
か
け
た
時
の
私
自
身
を
慰
め

る
為
に
は
贅
沢
と
い
ふ
こ
と
が
必
要
で
あ
つ
た
。
二
銭
や
三
銭
の
も
の

―
と
云
つ
て
贅
沢
な
も
の
。
美
し
い
も
の

―
と
云
つ
て
無
気
力
な

私
の
触
角
に
寧
ろ
媚
び
て
来
る
も
の
。

―
さ
う
云
つ
た
も
の
が
自
然

私
を
慰
め
る
の
だ
。

先
述
し
た
中
谷
の
言
説
に
あ
る
「
神
経
衰
弱
で
な
い
と
あ
る
種
の
美
は
絶

対
に
摑
め
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、『
檸
檬
』
は
「
精
神
病
的
感

傷
」
を
描
こ
う
と
し
た
作
品
で
は
な
く
、
精
神
を
病
ん
だ
ゆ
え
に
あ
ら
わ
れ

て
く
る
「
美
」
の
あ
り
よ
う
を
描
こ
う
と
し
た
作
品
で
あ
る
と
言
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
無
気
力
な
私
の
触
角
に
寧
ろ
媚
び
て
来
る
」「
美
し
い

も
の
」
に
心
を
慰
め
ら
れ
る
「
私
」
の
精
神
状
態
は
、
精
神
を
病
ん
だ
が
故

に
現
わ
れ
る
「
美
」
を
追
求
す
る
精
神
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

『
檸
檬
』
に
お
い
て
神
経
衰
弱
に
陥
っ
た
「
私
」
は
、「
見
す
ぼ
ら
し
く
て

美
し
い
も
の
」、「
花
火
」（
手
持
ち
花
火
の
類
）
の
安
っ
ぽ
さ
に
惹
か
れ
る
よ

う
に
な
る
。
ま
た
、
幼
い
こ
ろ
に
舐
め
て
遊
ん
だ
「
び
い
ど
ろ
」、「
南
京
玉
」

の
味
覚
に
も
詩
美
を
感
じ
る
。「
見
す
ぼ
ら
し
く
て
美
し
い
」
と
い
っ
た
矛
盾

す
る
表
現
に
は
、
精
神
を
病
ん
だ
「
私
」
の
感
じ
る
美
の
在
り
方
が
見
ら
れ

る
。
い
わ
ゆ
る
頽
廃
美
と
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
こ
こ
で
は
先
述
の
映

画
的
な
美
の
在
り
方
と
の
関
連
を
認
め
た
い
。
そ
れ
は
、「
光
と
影
」
の
二
元

的
構
造
に
よ
る
美
の
発
現
で
あ
る
。
見
す
ぼ
ら
し
さ
（
影
）
の
中
に
現
わ
れ

る
美
（
光
）
と
言
い
換
え
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
壊
れ
か
か
っ
た
街
や
裏
通
り

の
中
に
突
如
現
れ
る
向
日
葵
や
カ
ン
ナ
の
花
。
そ
し
て
、
火
を
つ
け
ら
れ
る

の
を
待
つ
小
さ
な
花
火
た
ち
。
火
を
つ
け
た
刹
那
、
そ
の
役
割
を
終
え
る
花

火
た
ち
に
も
美
を
見
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
お
は
じ
き
や
南
京
玉
は
、

幼
い
こ
ろ
の
記
憶
を
呼
び
起
こ
す
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
幼
時
の

甘
い
記
憶
（
光
）
が
、
精
神
を
病
ん
だ
今
の
「
私
」（
影
）
に
は
美
し
く
蘇
っ

て
く
る
。
病
ん
だ
精
神
と
い
う
「
影
」
が
な
け
れ
ば
、
美
と
い
う
「
光
」
は

現
れ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
、
光
と
影
に
関
わ
る
描
写
は
他
に
も
挙
げ
ら
れ
る
。
次
の
引
用
は
果

物
屋
の
夜
の
様
子
を
描
写
す
る
箇
所
で
あ
る
。

ま
た
其
処
の
家
の
美
し
い
の
は
夜
だ
つ
た
。
寺
町
通
は
一
体
に
賑
か

な
通
り
で

―
と
云
つ
て
感
じ
は
東
京
や
大
阪
よ
り
は
ず
つ
と
澄
ん
で

ゐ
る
が

―
飾
窓
の
光
が
お
び
た
だ
し
く
街
路
へ
流
れ
出
て
ゐ
る
。
そ

れ
が
ど
う
し
た
訳
か
そ
の
店
頭
の
周
囲
だ
け
が
妙
に
暗
い
の
だ
。
も
と

も
と
片
方
は
暗
い
二
条
通
に
接
し
て
ゐ
る
街
角
に
な
つ
て
ゐ
る
の
で
、

暗
い
の
は
当
然
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
隣
家
が
寺
町
通
に
あ
る
家
に
も
拘
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ら
ず
暗
か
つ
た
の
が
瞭
然
し
な
い
。
然
し
其
家
が
暗
く
な
か
つ
た
ら
あ

ん
な
に
も
私
を
誘
惑
す
る
に
は
至
ら
な
か
つ
た
と
思
ふ
。（
…
）
さ
う
周

囲
が
真
暗
な
た
め
、
店
頭
に
点
け
ら
れ
た
幾
つ
も
の
電
燈
が
驟
雨
の
や

う
に
浴
せ
か
け
る
絢
爛
は
、
周
囲
の
何
者
に
も
奪
は
れ
る
こ
と
な
く
、

肆
に
も
美
し
い
眺
め
が
照
し
出
さ
れ
て
ゐ
る
の
だ
。
裸
の
電
燈
が
細
長

い
螺
旋
棒
を
き
り
き
り
眼
の
中
へ
刺
し
込
ん
で
来
る
往
来
に
立
つ
て
ま

た
近
所
に
あ
る
鎰
屋
の
二
階
の
硝
子
窓
を
す
か
し
て
眺
め
た
此
の
果
物

店
の
眺
め
ほ
ど
、
そ
の
時
ど
き
の
私
を
興
が
ら
せ
た
も
の
は
寺
町
の
中

で
も
稀
で
あ
つ
た
。

精
神
を
病
ん
だ
「
私
」
の
美
的
感
覚
が
光
と
影
の
二
元
的
構
造
に
よ
り
発

現
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
た
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
賑
や
か
さ
（
光
）
が
述
べ
ら

れ
た
後
、
果
物
屋
の
暗
さ
（
影
）
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
暗
さ
故
に
、
店
頭
に

点
け
ら
れ
た
電
燈
（
光
）
が
際
立
つ
。
そ
し
て
そ
の
光
を
放
つ
果
物
屋
を
、

硝
子
窓
を
通
し
て
観
察
す
る
こ
と
に
興
を
感
じ
て
い
る
の
だ
。

こ
れ
は
、
先
ほ
ど
の
美
の
発
現
よ
り
も
複
雑
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
お
び
た
だ
し
い
飾
窓
か
ら
の
光
に
よ
り
、
一
層
際
立
つ
丸
善

の
周
囲
の
影
、
そ
し
て
そ
の
影
の
中
に
あ
ら
わ
れ
る
電
燈
の
光
。
ま
さ
に
、

街
か
ら
活
動
写
真
館
に
入
り
、
そ
の
暗
闇
の
中
に
あ
ら
わ
れ
る
、
映
写
機
か

ら
の
光
の
構
図
と
重
な
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
加
え
て
、「
硝
子
窓
を

す
か
し
て
」
そ
の
美
の
対
象
を
鑑
賞
す
る
、
と
い
う
箇
所
は
、
ス
ク
リ
ー
ン

を
通
し
て
そ
の
映
像
を
鑑
賞
す
る
と
い
う
形
と
類
似
す
る
。「
私
」
が
『
檸
檬
』

に
お
い
て
受
け
と
っ
て
い
る
、
光
と
影
に
よ
り
あ
ら
わ
れ
る
美
、
す
な
わ
ち

映
画
的
な
美
の
発
現
は
、『
檸
檬
』
全
体
に
お
け
る
美
の
あ
ら
わ
れ
を
象
徴
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、『
檸
檬
』
と
表
現
主
義
の
関
連
、
そ
し
て
作
品
で
描
か
れ
る
映
画
的

描
写
と
、
そ
の
描
写
に
よ
る
「
美
」
の
在
り
方
、
描
か
れ
方
を
考
察
し
た
。

こ
の
作
品
は
、
写
実
的
、
私
小
説
的
、
心
境
小
説
的
要
素
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
一
方
で
表
現
主
義
か
ら
の
影
響
を
受
け
、
そ
の
表
現
主
義
的
映
画
の
手

法
を
参
考
に
し
て
、「
美
」
を
表
現
し
た
作
品
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。

『
檸
檬
』
と
い
う
、
他
の
梶
井
作
品
と
は
一
線
を
画
す
こ
の
映
画
的
作
品

の
主
演
で
あ
る
「
私
」
は
、
影
に
包
ま
れ
た
生
活
の
中
で
レ
モ
ン
が
爆
発
す

る
、
と
い
う
幻
想
に
見
る
刹
那
の
光
、
そ
の
閃
光
に
美
を
見
出
し
、
幻
想
に

救
わ
れ
、
レ
モ
ン
と
い
う
「
真
実
」
を
手
放
し
た
そ
の
後
、
夢
を
見
続
け
る

た
め
に
「
活
動
写
真
の
看
板
画
が
奇
体
な
趣
で
街
を
彩
つ
て
ゐ
る
京
極
を
下

つ
」
た
の
で
あ
る
。

注（

）「
文
芸
批
評
│
梶
井
基
次
郎
と
嘉
村
礒
多
」（『
中
央
公
論
』
一
九
三
二
・

1
二
）。

（

）
例
え
ば
、
三
好
行
雄
「
青
春
の
虚
像
│
『
檸
檬
』
梶
井
基
次
郎
」（『
作
品
論

2
の
試
み
』
至
文
堂
、
一
九
六
七
・
六
）
な
ど
。

（

）
例
え
ば
、
濱
川
勝
彦
「
檸
檬
」（『
梶
井
基
次
郎
論
』
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
〇

3
・
五
）
な
ど
。

（

）
例
え
ば
、
神
田
由
美
子
「
梶
井
基
次
郎
『
檸
檬
』
の
丸
善
」（『
梶
井
基
次
郎

4

－34－



- 10 -

実
の
中
で
「
夢
」
を
見
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。『
檸
檬
』
と
い
う
作
品
が
一

つ
の
映
画
的
作
品
と
し
て
立
ち
現
れ
る
の
だ
。

次
に
、『
檸
檬
』
が
、
な
ぜ
映
画
的
描
写
を
用
い
て
「
美
」
を
表
現
し
よ
う

と
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。
印
象
的
な

一
節
を
挙
げ
て
お
こ
う
。「
私
」
が
「
え
た
い
の
知
れ
な
い
不
吉
な
塊
」
に
蝕

ま
れ
た
精
神
を
慰
め
る
も
の
た
ち
を
挙
げ
る
場
面
で
あ
る
。

察
し
は
つ
く
だ
ら
う
が
私
に
は
ま
る
で
金
が
な
か
つ
た
。
と
は
云
へ

そ
ん
な
も
の
を
見
て
少
し
で
も
心
の
動
き
か
け
た
時
の
私
自
身
を
慰
め

る
為
に
は
贅
沢
と
い
ふ
こ
と
が
必
要
で
あ
つ
た
。
二
銭
や
三
銭
の
も
の

―
と
云
つ
て
贅
沢
な
も
の
。
美
し
い
も
の

―
と
云
つ
て
無
気
力
な

私
の
触
角
に
寧
ろ
媚
び
て
来
る
も
の
。

―
さ
う
云
つ
た
も
の
が
自
然

私
を
慰
め
る
の
だ
。

先
述
し
た
中
谷
の
言
説
に
あ
る
「
神
経
衰
弱
で
な
い
と
あ
る
種
の
美
は
絶

対
に
摑
め
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、『
檸
檬
』
は
「
精
神
病
的
感

傷
」
を
描
こ
う
と
し
た
作
品
で
は
な
く
、
精
神
を
病
ん
だ
ゆ
え
に
あ
ら
わ
れ

て
く
る
「
美
」
の
あ
り
よ
う
を
描
こ
う
と
し
た
作
品
で
あ
る
と
言
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
無
気
力
な
私
の
触
角
に
寧
ろ
媚
び
て
来
る
」「
美
し
い

も
の
」
に
心
を
慰
め
ら
れ
る
「
私
」
の
精
神
状
態
は
、
精
神
を
病
ん
だ
が
故

に
現
わ
れ
る
「
美
」
を
追
求
す
る
精
神
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

『
檸
檬
』
に
お
い
て
神
経
衰
弱
に
陥
っ
た
「
私
」
は
、「
見
す
ぼ
ら
し
く
て

美
し
い
も
の
」、「
花
火
」（
手
持
ち
花
火
の
類
）
の
安
っ
ぽ
さ
に
惹
か
れ
る
よ

う
に
な
る
。
ま
た
、
幼
い
こ
ろ
に
舐
め
て
遊
ん
だ
「
び
い
ど
ろ
」、「
南
京
玉
」

の
味
覚
に
も
詩
美
を
感
じ
る
。「
見
す
ぼ
ら
し
く
て
美
し
い
」
と
い
っ
た
矛
盾

す
る
表
現
に
は
、
精
神
を
病
ん
だ
「
私
」
の
感
じ
る
美
の
在
り
方
が
見
ら
れ

る
。
い
わ
ゆ
る
頽
廃
美
と
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
こ
こ
で
は
先
述
の
映

画
的
な
美
の
在
り
方
と
の
関
連
を
認
め
た
い
。
そ
れ
は
、「
光
と
影
」
の
二
元

的
構
造
に
よ
る
美
の
発
現
で
あ
る
。
見
す
ぼ
ら
し
さ
（
影
）
の
中
に
現
わ
れ

る
美
（
光
）
と
言
い
換
え
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
壊
れ
か
か
っ
た
街
や
裏
通
り

の
中
に
突
如
現
れ
る
向
日
葵
や
カ
ン
ナ
の
花
。
そ
し
て
、
火
を
つ
け
ら
れ
る

の
を
待
つ
小
さ
な
花
火
た
ち
。
火
を
つ
け
た
刹
那
、
そ
の
役
割
を
終
え
る
花

火
た
ち
に
も
美
を
見
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
お
は
じ
き
や
南
京
玉
は
、

幼
い
こ
ろ
の
記
憶
を
呼
び
起
こ
す
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
幼
時
の

甘
い
記
憶
（
光
）
が
、
精
神
を
病
ん
だ
今
の
「
私
」（
影
）
に
は
美
し
く
蘇
っ

て
く
る
。
病
ん
だ
精
神
と
い
う
「
影
」
が
な
け
れ
ば
、
美
と
い
う
「
光
」
は

現
れ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
、
光
と
影
に
関
わ
る
描
写
は
他
に
も
挙
げ
ら
れ
る
。
次
の
引
用
は
果

物
屋
の
夜
の
様
子
を
描
写
す
る
箇
所
で
あ
る
。

ま
た
其
処
の
家
の
美
し
い
の
は
夜
だ
つ
た
。
寺
町
通
は
一
体
に
賑
か

な
通
り
で

―
と
云
つ
て
感
じ
は
東
京
や
大
阪
よ
り
は
ず
つ
と
澄
ん
で

ゐ
る
が

―
飾
窓
の
光
が
お
び
た
だ
し
く
街
路
へ
流
れ
出
て
ゐ
る
。
そ

れ
が
ど
う
し
た
訳
か
そ
の
店
頭
の
周
囲
だ
け
が
妙
に
暗
い
の
だ
。
も
と

も
と
片
方
は
暗
い
二
条
通
に
接
し
て
ゐ
る
街
角
に
な
つ
て
ゐ
る
の
で
、

暗
い
の
は
当
然
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
隣
家
が
寺
町
通
に
あ
る
家
に
も
拘

- 11 -

ら
ず
暗
か
つ
た
の
が
瞭
然
し
な
い
。
然
し
其
家
が
暗
く
な
か
つ
た
ら
あ

ん
な
に
も
私
を
誘
惑
す
る
に
は
至
ら
な
か
つ
た
と
思
ふ
。（
…
）
さ
う
周

囲
が
真
暗
な
た
め
、
店
頭
に
点
け
ら
れ
た
幾
つ
も
の
電
燈
が
驟
雨
の
や

う
に
浴
せ
か
け
る
絢
爛
は
、
周
囲
の
何
者
に
も
奪
は
れ
る
こ
と
な
く
、

肆
に
も
美
し
い
眺
め
が
照
し
出
さ
れ
て
ゐ
る
の
だ
。
裸
の
電
燈
が
細
長

い
螺
旋
棒
を
き
り
き
り
眼
の
中
へ
刺
し
込
ん
で
来
る
往
来
に
立
つ
て
ま

た
近
所
に
あ
る
鎰
屋
の
二
階
の
硝
子
窓
を
す
か
し
て
眺
め
た
此
の
果
物

店
の
眺
め
ほ
ど
、
そ
の
時
ど
き
の
私
を
興
が
ら
せ
た
も
の
は
寺
町
の
中

で
も
稀
で
あ
つ
た
。

精
神
を
病
ん
だ
「
私
」
の
美
的
感
覚
が
光
と
影
の
二
元
的
構
造
に
よ
り
発

現
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
た
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
賑
や
か
さ
（
光
）
が
述
べ
ら

れ
た
後
、
果
物
屋
の
暗
さ
（
影
）
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
暗
さ
故
に
、
店
頭
に

点
け
ら
れ
た
電
燈
（
光
）
が
際
立
つ
。
そ
し
て
そ
の
光
を
放
つ
果
物
屋
を
、

硝
子
窓
を
通
し
て
観
察
す
る
こ
と
に
興
を
感
じ
て
い
る
の
だ
。

こ
れ
は
、
先
ほ
ど
の
美
の
発
現
よ
り
も
複
雑
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
お
び
た
だ
し
い
飾
窓
か
ら
の
光
に
よ
り
、
一
層
際
立
つ
丸
善

の
周
囲
の
影
、
そ
し
て
そ
の
影
の
中
に
あ
ら
わ
れ
る
電
燈
の
光
。
ま
さ
に
、

街
か
ら
活
動
写
真
館
に
入
り
、
そ
の
暗
闇
の
中
に
あ
ら
わ
れ
る
、
映
写
機
か

ら
の
光
の
構
図
と
重
な
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
加
え
て
、「
硝
子
窓
を

す
か
し
て
」
そ
の
美
の
対
象
を
鑑
賞
す
る
、
と
い
う
箇
所
は
、
ス
ク
リ
ー
ン

を
通
し
て
そ
の
映
像
を
鑑
賞
す
る
と
い
う
形
と
類
似
す
る
。「
私
」
が
『
檸
檬
』

に
お
い
て
受
け
と
っ
て
い
る
、
光
と
影
に
よ
り
あ
ら
わ
れ
る
美
、
す
な
わ
ち

映
画
的
な
美
の
発
現
は
、『
檸
檬
』
全
体
に
お
け
る
美
の
あ
ら
わ
れ
を
象
徴
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、『
檸
檬
』
と
表
現
主
義
の
関
連
、
そ
し
て
作
品
で
描
か
れ
る
映
画
的

描
写
と
、
そ
の
描
写
に
よ
る
「
美
」
の
在
り
方
、
描
か
れ
方
を
考
察
し
た
。

こ
の
作
品
は
、
写
実
的
、
私
小
説
的
、
心
境
小
説
的
要
素
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
一
方
で
表
現
主
義
か
ら
の
影
響
を
受
け
、
そ
の
表
現
主
義
的
映
画
の
手

法
を
参
考
に
し
て
、「
美
」
を
表
現
し
た
作
品
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。

『
檸
檬
』
と
い
う
、
他
の
梶
井
作
品
と
は
一
線
を
画
す
こ
の
映
画
的
作
品

の
主
演
で
あ
る
「
私
」
は
、
影
に
包
ま
れ
た
生
活
の
中
で
レ
モ
ン
が
爆
発
す

る
、
と
い
う
幻
想
に
見
る
刹
那
の
光
、
そ
の
閃
光
に
美
を
見
出
し
、
幻
想
に

救
わ
れ
、
レ
モ
ン
と
い
う
「
真
実
」
を
手
放
し
た
そ
の
後
、
夢
を
見
続
け
る

た
め
に
「
活
動
写
真
の
看
板
画
が
奇
体
な
趣
で
街
を
彩
つ
て
ゐ
る
京
極
を
下

つ
」
た
の
で
あ
る
。

注（

）「
文
芸
批
評
│
梶
井
基
次
郎
と
嘉
村
礒
多
」（『
中
央
公
論
』
一
九
三
二
・

1
二
）。

（

）
例
え
ば
、
三
好
行
雄
「
青
春
の
虚
像
│
『
檸
檬
』
梶
井
基
次
郎
」（『
作
品
論

2
の
試
み
』
至
文
堂
、
一
九
六
七
・
六
）
な
ど
。

（

）
例
え
ば
、
濱
川
勝
彦
「
檸
檬
」（『
梶
井
基
次
郎
論
』
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
〇

3
・
五
）
な
ど
。

（

）
例
え
ば
、
神
田
由
美
子
「
梶
井
基
次
郎
『
檸
檬
』
の
丸
善
」（『
梶
井
基
次
郎

4

－35－
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表
現
す
る
魂
』
新
潮
社
、
一
九
九
六
・
三
）
な
ど
。

（

）
三
好
達
治
「
梶
井
基
次
郎
」（『
梶
井
基
次
郎
全
集
』
別
巻
、
筑
摩
書
房
、
二

5
〇
〇
〇
・
一
〇
）。

（

）
中
谷
孝
雄
「
梶
井
基
次
郎
の
こ
と
」（
現
代
日
本
文
學
大
系

『
梶
井
基
次

6

63

郎
・
外
村
繁
・
中
島
敦
集
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
・
七
）。

（

）
中
河
督
裕
「
梶
井
基
次
郎
「
檸
檬
」
に
見
る
大
正
末
・
モ
ダ
ン
京
都
│
『
京

7
都
日
日
新
聞
』
の
紙
面
か
ら
│
」（
竹
村
民
郎
・
鈴
木
貞
美
編
『
関
西
モ
ダ
ニ

ズ
ム
再
考
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
・
二
）。

（

）「
梶
井
基
次
郎
と
表
現
主
義
」（『
日
本
文
学
』
一
九
九
三
・
九
）

8
（

）
梶
井
は
『
檸
檬
』
以
前
の
い
く
つ
か
の
習
作
に
、
ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
を
も

9
じ
っ
た
「
瀬
山
極
」
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
用
い
て
い
た
。

（

）
神
林
恒
道
編
『
ド
イ
ツ
表
現
主
義
の
世
界
』（
法
律
文
化
社
、
一
九
九
五
・

10
一
）
を
参
考
に
し
て
ま
と
め
た
。

（

）
イ
ギ
リ
ス
の
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
で
あ
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
一
九
一
一
年
、
イ
ギ

11
リ
ス
の
芸
術
雑
誌
『
バ
ー
リ
ン
ト
ン
・
マ
ガ
ジ
ン
』
二
月
号
に
「
後
期
印
象

派
」
と
い
う
題
の
評
論
を
発
表
し
て
い
る
。「
セ
ザ
ン
ヌ
と
ゴ
ッ
ホ
、
ゴ
ー
ギ

ャ
ン
は
異
な
っ
た
個
性
を
持
っ
て
い
る
が
、
彼
ら
は
皆
、
描
写
と
い
う
こ
と

を
表
現
の
下
に
置
き
、
自
ら
の
感
情
を
通
し
た
体
験
の
み
を
表
現
し
よ
う
と

し
た
」
と
述
べ
、
現
実
の
描
写
に
重
点
を
置
く
印
象
派
と
区
別
し
た
。

（

）
野
崎
歓
編
『
文
学
と
映
画
の
あ
い
だ
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
・

12
六
）
に
拠
る
。

（

）
美
意
識
や
倫
理
を
排
除
し
、
自
己
の
無
意
識
や
意
識
下
を
表
出
さ
せ
る

13
た
め
、
眠
り
な
が
ら
の
口
述
を
記
録
し
た
り
、
内
容
を
無
視
し
た
高
速
記
述

を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
。
心
理
学
用
語
に
お
け
る
「
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ス
ム
」。

（

）
近
代
文
学
鑑
賞
講
座

『
中
島
敦
・
梶
井
基
次
郎
』（
角
川
書
店
、
一
九
五

14

18

九
・
一
二
）。

（

）
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
手
法
の
一
つ
で
、「
居
心
地
の
悪
さ
、
違
和
感
」
や

15
「
生
活
環
境
の
変
化
、
気
分
転
換
」
を
意
味
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
。

（

）Todd
M

cG
ow
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原
慶
一
郎
訳
、
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
、
二
〇
一
七
・
五
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（

）「
時
計
じ
か
け
の
檸
檬
│
梶
井
基
次
郎
と
映
画
的
想
像
力
│
」（『
法
政
大
学

17
大
学
院
紀
要
』
二
〇
〇
二
・
三
）
よ
り
。

﹇
付
記
﹈『
檸
檬
』
の
引
用
は
「
梶
井
基
次
郎
全
集
」
第
一
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九

九
九
・
一
一
）
に
拠
る
。
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学
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生
）
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江
戸
川
乱
歩
「
陰
獣
」
に
お
け
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
機
能

草
川
倫
太
郎

江
戸
川
乱
歩
「
陰
獣
」
は
、『
新
青
年
』
一
九
二
八
年
八
月
の
夏
期
増
刊
号

か
ら
一
〇
月
号
ま
で
三
回
に
分
け
て
連
載
さ
れ
た
中
編
小
説
で
あ
る
。
乱
歩

が
約
一
年
間
に
わ
た
っ
て
休
筆
し
た
後
の
復
帰
作
で
あ
り
、
掲
載
誌
上
の
熱

心
な
宣
伝
に
後
押
し
さ
れ
た
結
果
「
一
大
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
」
を
呼
ん
だ
(１
)。

科
学
的
な
推
理
の
み
を
理
想
と
す
る
「
探
偵
型
」
の
探
偵
小
説
家
「
私
」

が
、
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
、「
犯
罪
者
型
」
の
大
江
春
泥
と
い
う
探
偵
小
説
家

を
犯
人
と
見
て
そ
の
正
体
を
追
う
と
い
う
の
が
「
陰
獣
」
の
筋
で
あ
る
(２
)。

作
品
発
表
当
時
で
は
、
お
お
む
ね
好
評
を
受
け
た
も
の
の
、
一
方
で
事
件

の
真
相
が
決
定
さ
れ
な
い
結
末
部
に
対
し
て
、
多
く
の
批
判
が
集
中
し
た
。
例

え
ば
平
林
初
之
輔
は
「
無
解
決
と
い
ふ
こ
と
は
作
者
に
と
つ
て
は
楽
な
方
法

で
あ
る
が
、
読
者
に
と
つ
て
は
不
快
な
状
態
で
あ
る
。
し
か
も
二
度
も
三
度

も
で
ん
ど
う
返
し
を
食
つ
た
あ
と
の
無
解
決
は
猶
更
癪
に
さ
は
る
も
の
で
あ

る
」
と
述
べ
て
い
る
(３
)。
ま
た
、
甲
賀
三
郎
は
「
欠
点
と
云
へ
ば
お
終
ひ
が

少
し
ゴ
タ
〳
〵
し
過
ぎ
て
ゐ
る
。
最
後
の
章
十
二
の
大
部
分
は
不
用
だ
と
思

ふ
。
静
子
と
云
ふ
女
が
一
人
三
役
を
や
つ
て
ゐ
た
。
そ
れ
で
沢
山
だ
。
大
方

の
読
者
に
は
そ
の
事
が
確
実
で
あ
つ
て
好
い
。
も
つ
と
疑
ひ
た
い
も
の
は
勝

手
に
疑
は
し
て
置
け
ば
好
い
の
で
、
作
者
ま
で
が
加
勢
し
て
、
大
江
春
泥
が

実
在
の
人
間
か
も
知
れ
な
い
な
ど
と
、
殊
更
に
読
者
の
頭
を
混
乱
さ
せ
る
必

要
は
な
い
」
と
、
結
末
の
大
部
分
を
「
不
用
」
と
断
じ
、
執
拗
な
謎
の
提
示

に
不
平
を
洩
ら
し
て
い
る
(４
)。
こ
れ
ら
を
は
じ
め
と
す
る
同
時
代
評
以
後
も
、

近
年
の
研
究
に
至
る
ま
で
し
ば
し
ば
問
題
に
さ
れ
て
き
た
(５
)。

明
白
な
モ
デ
ル
設
定
に
よ
っ
て
特
殊
な
ト
リ
ッ
ク
が
現
象
し
て
い
る
こ
と

も
、
本
作
の
特
質
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。「
陰
獣
」
の
登
場
人
物
・
大

江
春
泥
に
は
明
ら
か
な
モ
デ
ル
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
は
、
本
作

品
の
作
者
で
あ
る
江
戸
川
乱
歩
そ
の
人
で
あ
る
。
甲
賀
は
先
の
引
用
部
の
後

に
、「
一
読
し
た
時
に
は
本
名
平
田
一
郎
筆
名
大
江
春
泥
と
云
ふ
男
に
、
よ
く

似
て
ゐ
る
実
在
の
人
間
を
知
つ
て
ゐ
る
為
に
、
つ
い
大
江
春
泥
の
実
在
性
を

疑
は
な
か
つ
た
が
、
横
溝
君
が
未
だ
嘗
て
考
へ
ら
れ
ざ
る
ト
リ
ツ
ク
と
絶
叫

し
た
の
は
、
そ
こ
ら
の
関
係
で
は
な
か
つ
た
か
。
一
般
読
者
中
に
は
彼
の
実

在
を
疑
つ
て
ゐ
た
人
が
少
な
か
ら
ず
あ
つ
た
ら
う
と
思
は
れ
る
」と
し
て
、「
陰

獣
」
の
分
析
を
行
っ
た
。
後
年
、
乱
歩
は
甲
賀
の
こ
の
批
評
を
改
め
て
読
ん

だ
こ
と
を
前
置
き
し
た
上
で
「「
陰
獣
」
で
は
江
戸
川
を
モ
デ
ル
に
し
た
よ
う

に
書
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
江
戸
川
と
い
う
作
家
は
実
は
架
空
の
存
在
で
、

－36－
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